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観光で応援
地域の振興，地域との交流

観光4時間コース
Start

　米沢に古くから伝わる木彫りの民芸品「笹
野一刀彫」をはじめ，さまざまな民芸品・木工
品を展示販売しています。代表的な「お鷹ぽ
っぽ（タカの木彫り）」の絵付け体験教室も行
っていますので，旅の思い出に自分だけの作
品を作ってみてはいかがでしょうか。

米沢の伝統工芸に
触れてみよう

笹野民芸館

　1896（明治29）年に米沢藩最後の藩主上杉茂
憲邸として建てられましたが,火災で焼失し,1925
（大正14）年に再建されました。総ヒノキ入母屋造
りの建物で,庭園は東京の浜離宮に倣ったもので
す。現在は，郷土料理を中心にした食事処やカフェ
となっています。

鶴鳴館と称された国の
登録有形文化財

上杉伯爵邸

　文化施設「伝国の杜」内に「置賜文化ホール」と合築された
博物館です。国宝「洛中洛外図屏風」や米沢藩の歴史・文化に
関連する品 を々展示しています。また，企画展では,置賜地方の
歴史や郷土ゆかりの作家を取り上げた展示などが行われます。

米沢藩の歴史・文化を学ぶ
米沢市上杉博物館（伝国の杜）

　日本三大和牛の一つにも数えられ
る「米沢牛」。明治の初め，米沢に招
かれたイギリス人の英語教師が，食用
として全国に知られるきっかけを作っ
たといわれています。山紫水明な地
と，生産者のたゆまぬ努力と愛情が美味しい米沢牛を育て
ます。すき焼きやしゃぶしゃぶに，また，味噌や酒粕で漬け込
んだお土産も絶品です。訪れた際にはぜひご賞味ください。

お帰りの際には…

上杉家歴代の文化財約1,000点を展示
稽照殿

車で7分
約4km

徒歩で
5分
約0.3km

徒歩で5分
約0.3km

※掲載写真はすべてイメージです。

所要時間
約60分

所要時間
約60分

所要時間
約60分

所要時間
約45分

今回は，約270年間上杉氏の城下町

として発展し,数々の歴史と伝統が

息づく街，山形県米沢市の

観光モデルコースを紹介します！
笹野民芸館

上杉伯爵邸
米沢市上杉博物館
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　1923（大正12）
年，上杉神社の宝
物殿として松が岬
公園内に創設さ
れました。上杉謙
信らの遺品を中
心に，甲冑や服飾品など多種多様な品を展示しており,直江兼
続の「愛」の甲冑も収蔵されています。中には，国の重要文化
財に指定されているものもあり，歴史ファンは必見です。
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　今年4月に政府が閣議決定した「電力システムに関する改革方針」に基づき，今国会（183回国会）
では「電気事業法の一部を改正する法律案」が審議されるなど，現在，わが国の電力小売自由化や
発送電分離に関わる議論が行われています。
　一方，欧米諸国では，すでに電力自由化や発送電分離が実施され，10年程度の年月が経過しています。
　そこで，今回と次回の2回にわたり，海外電力調査会の大西健一副主任研究員にお聞きした欧米に
おける電力自由化や発送電分離の実情についてお伝えします。

　海外電力調査会は，海外の電気事業に関する調査研究，電気事業に関する海外の関係
機関，団体との交流および協力などを行うことにより，わが国電気事業の運営に資するとと
もに，国際協力の推進に寄与することを目的として1958（昭和33）年に設立されました。

【主要事業】 ①海外の電気事業に関する調査研究
②電気事業に関する海外の関係機関，団体との交流および協力
③海外の電気事業に関する情報の収集・分析および提供
④海外の電気事業に関する報告会，研究会などの開催
⑤海外に対するわが国電気事業に関する情報の提供
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出典：EIAの資料を基に海外電力調査会大西氏が作成
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―
初
め
に
、
欧
米
諸
国
が
電
力
自
由

化
、
発
送
電
分
離
を
行
っ
た
背
景
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

景
気
低
迷
か
ら
高
ま
っ
た
改
革
機
運

　

1
9
7
0
年
代
の
石
油
危
機
の
後
、

欧
米
で
は
景
気
が
低
迷
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
改
革
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
そ

れ
ま
で
の
大
き
な
政
府
か
ら
小
さ
な
政
府

へ
と
転
換
し
て
、
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
規
制
緩
和
や
国
営

企
業
の
民
営
化
な
ど
、
組
織
を
効
率
化
す

る
た
め
の
改
革
が
航
空
や
金
融
分
野
な
ど

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

技
術
革
新
が
生
ん
だ
電
力
自
由
化

　

し
か
し
、
電
力
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ま
で
発
電
・
送
電
・
配
電
・
小
売
供
給

を
垂
直
統
合
で
行
う
の
が
一
番
効
率
的
で

あ
り
、
ま
た
、
規
模
の
経
済
性
※
と
い
う

観
点
で
、
巨
大
な
発
電
設
備
ほ
ど
効
率
的

に
電
力
を
供
給
で
き
る
と
の
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
電

力
分
野
の
自
由
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
一
番
大
き
な
理

由
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
小
型

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
な
ど
の
発
電
設
備
の
技
術

革
新
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
比
較
的
小
型
の

発
電
設
備
も
十
分
な
経
済
性
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

発
電
分
野
に
競
争
原
理
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
、
電
力
市
場
の
自
由

化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

発
電
・
小
売
の
競
争
と

送
配
電
部
門
の
中
立
性

　

ま
ず
、
卸
市
場
が
自
由
化
さ
れ
、
続
い

て
小
売
市
場
が
自
由
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
発
電
と
小
売
の
分

野
で
競
争
が
発
生
し
ま
す
。

　

一
方
、
送
配
電
分
野
に
は
自

然
独
占
性
が
残
っ
て
い
ま
す

の
で
、
競
争
は
で
き
な
い
。
そ

う
な
る
と
、
卸
市
場
、
小
売
市

場
で
自
由
化
し
た
場
合
に
、
い

か
に
送
配
電
部
門
で
中
立
性

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か

が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
り
、
発

送
電
分
離
と
い
う
話
が
出
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
欧
米
に

お
い
て
電
力
自
由
化
、
発
送
電

分
離
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
背
景
で
す
。

※
規
模
の
経
済
性
…
生
産
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
製
品
一
単

位
当
た
り
の
平
均
費
用
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
。

［図表1］ 米国各州における小売電力市場の改革動向（2010年9月）
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海外電力調査会

大西 健一
副主任研究員

012013.06

bridge06[02-09].indd   1 13.6.18   3:25:21 PM



PJM

SPP

ERCOT

CAISO

NYISO ISO-NE
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類　型 概　要

（米国）機能分離
(Functional Unbundling)

共通の送電料金表の提示，送配
電部門との情報遮断，人事交流
制限

（欧州）会計分離
(Accounting Unbundling)

発送配電部門ごとに財務諸表を
区分

（欧州）経営分離
(Management Unbundling)

送配電部門を運営面において垂
直統合型事業者から独立（例・送
配電部門の責任者が垂直統合
型事業者の取締役会に参加でき
ない），送配電部門との情報遮断

（欧州）法的分離
（Legal Unbundling）

垂直統合型事業者から送配電
部門を別会社化（垂直統合型事
業者の子会社として存続可能）

（欧州）独立送電系統運用者
  ITO・Independent 
　       Transmission Operator

垂直統合型事業者から送配電
部門を別会社化（垂直統合型事
業者の子会社として存続可能,
垂直統合型事業者の発電・小売供
給子会社との資本関係を断絶）

（米国，欧州）独立系統
運用者/地域送電機関

（ISO/RTO）

垂直統合型事業者から系統運
用部門を分離，垂直統合型事業
者が資産を所有

（欧州）所有権分離
（Ownership Unbundling）

垂直統合型事業者による送配
電部門の資本所有を制限

特 集

―
米
国
と
欧
州
と
で
は
電
力
自
由
化
、

発
送
電
分
離
の
進
め
方
に
違
い
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
律
で
は
な
い
米
国
内

　

米
国
は
、
国
内
で
必
ず
し
も
電
力
自
由

化
や
構
造
的
な
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
北

東
部
、
テ
キ
サ
ス
州
、
中
西
部
な
ど
の
地

域
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

［
図
表
1
・
2
参
照
］

I
S
O
、
R
T
O
に
こ
だ
わ
る
米
国

　

米
国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
権
を
持
つ
連

邦
政
府
、
州
政
府
が
あ
り
ま
す
が
、
電
力

に
つ
い
て
い
え
ば
、
州
を
ま
た
が
る
広
域

系
統
運
用
や
卸
電
力
の
自
由
化
は
連
邦

政
府
が
、
州
内
に
限
定
さ
れ
る
小
売
自
由

化
に
つ
い
て
は
州
政
府
が
管
轄
し
て
い

ま
す
。

　

米
国
の
発
送
電
分
離
の
特
徴
と
し
て

は
、
独
立
系
統
運
用
者
（
I
S
O
）、
地

域
送
電
会
社
（
R
T
O
）
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

（
I
S
O
、
R
T
O
に
つ
い
て
は
豆
知
識

参
照
）。　

　

な
ぜ
、
そ
う
い
う
形
式
に
な
っ
た
の
か

と
い
う
と
、
米
国
で
は
民
営
の
電
力
会
社

が
多
い
た
め
、
送
電
設
備
の
外
部
へ
の
強

制
的
な
移
転
は
財
産
権
の
侵
害
に
な
り
、

訴
訟
問
題
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
連
邦
政
府
と
し
て
は
「
系
統
運
用
部

門
を
I
S
O
や
R
T
O
へ
の
外
部
化
を

推
奨
す
る
」
と
し
、
強
制
力
の
あ
る
も
の

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

［
図
表
2
参
照
］

発
送
電
分
離
を
し
な
い
州

　

一
方
、
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州

な
ど
の
北
西
部
、
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
の
南

東
部
な
ど
は
、
垂
直
統
合
型
事
業
者
が
電

力
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
水

力
発
電
設
備
が
豊
富
で
あ
っ
た
り
、
石
炭

が
採
掘
さ
れ
る
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

地
域
の
電
気
料
金
が
元
々
安
か
っ
た
た

め
、
発
送
電
分
離
の
便
益
を
見
い
だ
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
実
施
を
見
送
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
米
国
で
は
積
極
的
に
電

力
市
場
改
革
を
行
っ
て
い
く
地
域
と
、
既

存
の
体
制
の
ま
ま
で
い
く
地
域
に
二
極
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

［図表3］ 発送電分離の類型と概要
［青字が行為規制,黒字が構造規制］

［図表2］ 米国における発送電分離の状況（ISO/RTOの導入地域）
（2012年）  

出典：各種資料を基に海外電力調査会大西氏が作成

豆知識　　独立系統運用者（ISO）と地域送電機関（RTO）
　独立系統運用者（ISO・Independent System Operator）とは，
米国の特定地域において，垂直統合型事業者から系統運用部門のみ
を外部化した独立機関。送電資産は既存の電力会社が所有する。
　地域送電機関（RTO・Regional Transmission Organization）
とは，米国の規制委員会が定義し，自主的な設立を推奨した特定地域
における電力系統の運用および系統利用の監視，送電計画の策定な
どを行う独立した広域系統運用機関。
　ISOとRTOはよく似た概念だが，ISOよりもRTOのほうが管轄エリ
アが広いなどの点で異なっている。

※ ISO/RTO が設立されていない地域は，
一般的に垂直統合型事業者による電力供
給体制が維持されている。

出典：各種資料を基に海外電力調査会大西氏が作成

( )
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スウェーデン
フィンランド

エストニア

ラトビア

リトアニア

ポーランド

スロバキア
チェコ

デンマーク

オランダ
ベルギー ドイツ

フランス

アイルランド

イギリス

スペインポルトガル

ルクセンブルク

ハンガリーオーストリア

ルーマニア

ブルガリアイタリア

ギリシャ

マルタ

キプロス

上記以外のEU加盟国・地域

所有権分離（資本分離）が確認されている
EU加盟国・地域

EU非加盟国

スロベニア

2008～～1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004～2006 2007

ドイツ

フランス

イタリア

スウェーデン

英国

1998年4月,全面自由化

22% 30% 37% 非家庭用需要家 2007年7月,
全面自由化

30% 35% 40% 2007年7月,
全面自由化

1996年1月,全面自由化

1990年4月、部分自由化 1999年4月,全面自由化
出典：海外電力調査会大西氏が作成

市
場
統
合
に
向
か
い

一
元
的
な
改
革
を
進
め
る
E
U

　

欧
州
に
つ
い
て
は
、
E
U
が
共
通
市

場
を
形
成
し
て
い
く
過
程
の
中
で
、
電
力

分
野
に
つ
い
て
も
1
9
9
0
年
代
に
市

場
統
合
を
行
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
、 

E
U

大
で
電
気
事
業
制
度
改
革
を
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
革
を
一

元
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
規
制
や
制
度

的
な
も
の
に
よ
っ
て
送
電
部
門
の
中
立
性

を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
、
90
年

代
後
半
に
自
由
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点

か
ら
会
計
分
離
や
行
為
規
制
を
行
う
な
ど

し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
英
国
や
北
欧
の
よ
う
に
送
電

部
門
と
他
部
門
と
の
資
本
関
係
を
解
消
す

る
所
有
権
分
離
を
行
う
先
進
的
な
国
が
あ

る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
垂
直
統
合

型
の
事
業
者
の
中
に
送
電
部
門
を
置
い
て

お
き
た
い
と
考
え
る
国
が
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
E
U
の
中
で
構
造
改
革
を

行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
に
な
り
、

2
0
0
3
年
の
改
正
E
U
電
力
自
由
化

指
令
に
お
い
て
、
最
低
で
も
送
電
部
門
を

別
会
社
化
す
る
法
的
分
離
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
2
0
0
9
年
の
第
三
次
E
U

電
力
自
由
化
指
令
に
お
い
て
、
法
的
分
離

を
行
う
場
合
で
も
厳
し
い
規
制
・
監
視
を

加
え
る
な
ど
の
厳
格
化
が
決
ま
り
、
所
有

権
分
離
や
米
国
型
の
I
S
O
の
選
択
な

ど
、
送
電
部
門
の
一
層
の
中
立
性
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

［
図
表
4
・
5
参
照
］

　

こ
こ
か
ら
は
私
の
個
人
的
な
印
象
で
す

が
、
な
ぜ
欧
州
が
こ
こ
ま
で
送
電
部
門
の

中
立
性
の
厳
格
化
を
行
っ
た
か
と
い
う

と
、
文
化
も
違
え
ば
、
言
葉
も
そ
れ
ぞ
れ

違
う
27
カ
国
も
の
国
が
参
加
し
て
い
る

E
U
で
は
、
相
当
な
厳
格
性
を
持
っ
た

運
営
、
同
じ
よ
う
な
体
制
作
り
を
し
な
け

れ
ば
、
自
由
化
、
市
場
統
合
に
た
ど
り
着

け
な
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
欧
州

で
の
構
造
改
革
が
先
進
的
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
欧
州
は
も
と
も
と
垂
直
統
合
型

の
事
業
者
が
国
有
企
業
で
あ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
た
め
、
国
の
構
造
改
革
の
中
で
、

送
電
部
門
、
送
電
設
備
の
資
産
を
含
め
て

外
部
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
財
産
権
の
侵

害
に
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
送
配

電
部
門
の
別
会
社
化
を
進
め
や
す
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。

特 集

［図表4］ EUにおける発送電分離の状況（2012年）

［図表5］ 欧州主要国における小売市場自由化のプロセス

出典：各種資料を基に海外電力調査会大西氏が作成

※ドイツは所有権分離と法的分離が
　混在している。
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ノルウェー
デンマーク
エストニア
オランダ

ルーマニア
ポーランド

英国
チェコ
ラトビア

スウェーデン
オーストリア
ギリシャ

ブルガリア
フィンランド
スロベニア

ドイツ
ハンガリー
ポルトガル
イタリア
リトアニア
スロバキア
スペイン

アイルランド
フランス
ベルギー
キプロス

ルクセンブルク
マルタ

米国
日本

757%
128%
88%
79%
73%
72%
72%
57%
50%
37%
36%
34%
33%
31%
29%
29%
28%
20%
16%
16%
13%
13%
11%
9%
5%
3%
3%
0%

68%
4%

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率（
原
子
力
含
め
な
い
）﹇
グ
ラ
フ
中
の%

﹈

原
子
力
を
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
た
場
合
の
自
給
率

0% 20% 40% 60% 80% 100
%
120
%
140
%
760
%

「所有権分離」反対国

「所有権分離」不選択

「所有権分離」反対国

「所有権分離」反対国

「所有権分離」反対国

「所有権分離」反対国

「所有権分離」反対国

「所有権分離」反対国

「所有権分離」反対国

「所有権分離」不選択

「所有権分離」不選択

「所有権分離」不選択

ISO・RTOを導入
していない地域あり

「所有権分離」不選択

―
市
場
統
合
と
い
う
大
き
な
目
標
に

向
か
っ
て
、
欧
州
は
厳
格
な
改
革
を

行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

国
に
よ
っ
て
進
め
方
や
受
け
止
め
方

が
異
な
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

国
に
よ
っ
て
異
な
る
改
革
の
進
め
方

　

産
業
構
造
や
資
源
の
有
無
に
よ
っ
て
、

改
革
の
進
め
具
合
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
英
国
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の

下
、
各
国
に
先
駆
け
て
市
場
改
革
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
油
田
な
ど
ガ

ス
・
石
油
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
保
障

に
対
し
て
相
対
的
に
重
き
を
置
い
て
い
ま

せ
ん
。

　

一
方
で
、
欧
州
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
低
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
き
な

特 集

組
織
に
よ
る
原
子
力
の
よ
う
な
巨
大
な

設
備
の
運
営
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
調

達
す
る
際
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
失

い
た
く
な
い
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
抜
本

的
な
発
送
電
分
離
に
は
消
極
的
に
見
え

ま
す
。

―
や
は
り
資
源
の
有
無
が
改
革
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
。

発
送
電
分
離
に
消
極
的
な
国
々
の
事
情

　

個
人
的
に
は
、
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
国
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
な
け
れ

ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
図
る
上

で
上
流
か
ら
下
流
ま
で
を
一
元
的
に
管

理
で
き
る
企
業
体
が
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
パ

ワ
ー
（
対
外
交
渉
能
力
）
を
行
使
し
て
国

外
か
ら
安
定
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

調
達
す
る
ほ
う
が
良
い
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。

　

E
U
で
は
、
法
的
分
離
以
上
の
発
送
電

分
離
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
少
な
い
国
や

国
力
の
小
さ
な
国
は
、
最
低
限
の
法
的

分
離
に
と
ど
ま
る
と
い
う
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

［
図
表
6
参
照
］

［図表6］ 主要国における発送電分離の導入状況と
　　    エネルギー自給率※（2009年）

出典：IEAの資料を基に海外電力調査会大西氏が作成

※エネルギー自給率…必要な一次エネルギーのうち,自国内で確保できる比率。
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TAL

JEA

GVL

NSB

TEC FPC

FMPP

FPL

HST

AECSME

SOCO
SEPA

SC

SEC

特 集

―
発
送
電
分
離
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

移
行
コ
ス
ト
の
算
定
、
費
用
対
効
果

の
検
証
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

発
送
電
分
離
の
費
用
便
益
分
析

　

米
国
東
部
地
域
で
は
、
も
と
も
と
第
二

次
世
界
大
戦
以
前
の
1
9
2
0
年
代
か
ら

電
力
融
通
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で

い
う
と
、
中
央
電
力
協
議
会
の
よ
う
な
電

力
の
経
済
的
な
融
通
を
行
っ
て
い
る
組
織

が
あ
り
、
組
織
と
し
て
複
数
地
域
を
束
ね

て
経
済
的
な
融
通
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
需
給
調
整
機
関
が
、
1
9
9
0
年

代
後
半
の
小
売
市
場
の
自
由
化
導
入
に
伴

い
I
S
O 

、R
T
O
に
移
行
し
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
費
用
便
益
分
析
が
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
に
R
T
O
の
導
入

を
検
討
す
る
際
、
費
用
便
益
分
析
を
実
施

し
た
結
果
、
費
用
が
便
益
を
上
回
る
と
の

観
点
か
ら
、
R
T
O
の
導
入
を
取
り
や

め
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

［
図
表
7
参
照
］

　

一
方
、
欧
州
で
は
政
治
的
・
理
念
的
な

背
景
か
ら
発
送
電
分
離
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
発
送
電
分
離
の
費
用
便
益
分
析

は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

―
発
送
電
分
離
を
行
う
に
当
た
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

発
送
電
分
離
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

垂
直
統
合
型
事
業
者
の
利
害
に
関
わ
ら
ず

送
配
電
投
資
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
い
う
「
送
電
投
資
の
効
率
化
」、
規
制

機
関
に
よ
る
監
視
が
簡
素
・
効
率
化
さ
れ

る
「
規
制
の
効
率
化
」、「
競
争
の
促
進
」

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
送
電
投
資
の
効
率
化
に
つ
い

て
は
、
発
電
事
業
者
か
ら
の
系
統
接
続
申

請
に
基
づ
い
て
送
電
事
業
者
が
設
備
を
建

設
し
た
も
の
の
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
止
・

発
電
事
業
者
の
倒
産
な
ど
に
よ
っ
て
投
資

が
無
駄
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
懸
念
し
て
、
送

電
事
業
者
が
送
電
設
備
へ
の
投
資
に
慎
重

に
な
る
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
へ
の
対
応

が
必
要
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
事
務

所
移
転
費
用
や
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築
費

用
な
ど
の
「
移
行
費
用
の
発
生
」、
事
故

時
対
応
な
ど
協
調
的
な
事
業
運
営
の
困
難

化
や
垂
直
統
合
体
制
下
で
の
需
給
運
用
・

設
備
形
成
の
困
難
化
に
よ
る
「『
範
囲
の

経
済
性
』の
喪
失
」、
既
存
事
業
者
の
資
本

●送電投資の効率化
　◆垂直統合型事業者の利害に関わらず送配電投資を

行うことが可能
※ただし，ホールドアップ問題も存在し，送配電投資が減退する恐れも

●規制の効率化
　 ◆規制機関による監視が簡素化・効率化
●競争の促進
　◆垂直統合型事業者の内部補助，情報漏洩，

差別的取り扱いを防止

●移行費用の発生
　◆事務所移転費用，システム構築費用，契約更新費用な

どが発生
●「範囲の経済性」の喪失
　◆協調的な事業運営（コールセンター，事故時対応など）

の困難化
　◆発送電一貫体制下での需給運用・設備形成の困難化
●発電設備の投資リスクの増大
　◆既存事業者の資本調達コストが増加

 フロリダ州の系統制御地域

［図表8］ 発送電分離のメリット・デメリット

出典：NERC

※費用便益分析の対象期間は13年間，定量化可能な範囲で分析。
出典：ICF Consultingの資料を基に海外電力調査会大西氏が作成

出典：海外電力調査会大西氏が作成

メリット デメリット

注）ホールドアップ問題…送電事業者は，発電事業者からの系統接続申請に基づき送電設備の建設を行うことになるが，送電事業者が送電設備の
建設を行っている間に発電事業者がプロジェクトを中止したり，発電事業者そのものが倒産したりすれば，これまでの送電設
備の投資が無駄になる可能性もある。このような事態を恐れて，送電事業者は送電設備への投資に慎重になるとの指摘も。

［図表7］ グリッドフロリダ設立に伴う
費用便益分析
 （2004年現在価値：100万ドル）

便益 費用 差し引き

ケース①（RTO設立のみ） 71 775 －704
ケース②（RTO設立＋発電設備の
起動停止計画の一元的運用など） 968 1,253 －285

フロリダ州は10の電気事業者が存在。RTO導入を検討した
が,費用が便益を上回ると分析され,導入を取りやめた。
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PPL Corp.
（ペンシルベニア州など）

EDF（国有企業）

PPL Electric Utilities社の配電地域の需要家

需要家

PJM（独立機関）
●系統運用（送電）　●市場運営

RTE（EDF子会社）
●系統運用（送電）　●送電資産所有

ERDF（EDF子会社）
●系統運用（配電）　●配電資産所有

法的分離

ISO/RTO

ITO

新規
参入者

新規参入者

卸電力取引所発電

小売供給

E.ON

需要家

TenneT TSO（オランダ）
●系統運用（送電）　●送電資産所有

E.ON Westfalen Weser社（E.ON子会社）
●系統運用（配電）　●配電資産所有

法的分離

所有権分離

新規参入者

卸電力取引所発電

小売供給

PPL Generation社（発電）

PPL Electric Utilities社
●送配電設備所有　●小売供給（デフォルト・サービス）

PPL EnergyPlus社
●小売供給（市場料金）

■米国の一例

■フランス

■ドイツの一例

特 集

調
達
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
「
発
電
設
備
投

資
リ
ス
ク
の
増
大
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

［
図
表
8
参
照
］

―
電
力
自
由
化
や
発
送
電
分
離
な
ど

の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
電
力
の

安
定
供
給
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

将
来
の
供
給
力
確
保
は

　

電
力
自
由
化
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
垂
直

統
合
型
事
業
者
が
担
っ
て
き
た
供
給
義
務

が
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ

た
場
合
、
将
来
の
供
給
力
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
が

出
て
き
ま
す
。

　

地
域
内
に
余
剰
発
電
設
備
が
あ
れ
ば
、
当

面
は
問
題
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ざ

発
電
設
備
が
足
り
な
く
な
っ
て
き
た
時
に

ど
う
す
る
の
か
が
問
題
で
す
。
こ
こ
の
部
分

を
し
っ
か
り
と
手
当
て
し
な
い
と
、
安
定
供

給
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ガ
ス
火
力
が
減
少

　

欧
州
の
場
合
、
当
初
は
供
給
力
の
確
保

に
関
し
て
規
制
を
掛
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
が
大
量
導
入
さ
れ
、
そ
れ
が
市
場
に

入
っ
て
き
た
た
め
に
、
ガ
ス
火
力
の
稼
働

率
が
落
ち
て
収
益
が
悪
化
し
、
ピ
ー
ク
電

源
で
あ
る
ガ
ス
火
力
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ガ
ス
火
力
を
建
設
さ
せ
る

た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
作
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
事
業
者
に
予
備
力
を
義
務
付
け

　

一
方
、米
国
は
電
力
自
由
化
当
初
か
ら
、

供
給
力
の
確
保
に
対
し
て
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
キ
サ
ス
州
を
除
い

た
自
由
化
州
で
は
、
既
存
・
新
規
事
業
者

に
関
係
な
く
、
全
て
の
事
業
者
に
販
売
す

る
電
力
に
加
え
て
予
備
力
を
確
保
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

6
社
で
99
％
の
シ
ェ
ア

　

ま
た
、
英
国
で
は
、
電
力
自
由
化
当
初

は
発
電
と
小
売
が
別
々
で
し
た
が
、
現
在

小
売
の
シ
ェ
ア
の
99
％
を
占
め
て
い
る

小
売
6
社
は
、
い
ず
れ
も
発
電
と
一
体
と

な
っ
た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

英
国
で
は
、
現
時
点
で
供
給
力
確
保
を

義
務
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
場
価
格
の

変
動
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
発
電
と
小
売

の
結
び
付
き
は
強
く
な
る
傾
向
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。

【
次
号
予
告
】

後
編
と
な
る
次
号
で
は
、
欧
米
の
電
気
料
金

の
推
移
や
発
送
電
分
離
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

［図表9］ 欧米における電気事業体制の例

出典：海外電力調査会大西氏が作成
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　5月17日，「東通原子力発電所敷地内破砕帯に関する有識者会合」の第6回評価会合が開催されま
した。第6回評価会合では，第5回会合（有識者のみで開催し，当社は出席していない）において示され
た評価書案に対して，模型実験などの結果も提示しながら当社の見解を説明しましたが，時間の都合
により会合は途中で打ち切られ，議論は平行線のまま終了しました。

　会合閉会に当たり，原子力規制委員会より「本日の内容を踏まえ，評価書案を修正の上，ピアレビューを行う」と一方
的にまとめられたため，当社より，「議論は尽くされていない」「過去の審査に携わった専門家の意見も踏まえていただきた
い」などの要望をしましたが，そのまま会合は終了しました。
　当社は，今後も審議を継続し，追加地質調査で得られる新たなデータや知見を確認いただくとともに，これまでの審査に
携わった専門家の意見も聞くなど，科学的データに基づいた幅広い議論を行っていただくよう，働き掛けを続けていくことと
しています。

①敷地内断層の活動性
②敷地の浅い地層（第四系）で認められる変状の連続性
③敷地の浅い地層（第四系）で認められる変状の成因※
④原子炉建屋付近の断層※
※…時間の制約上，当日説明できなかったもの。また，①については，断層の横ずれ運動の有

無や繰り返し性などに関する説明は行いましたが，断層破砕部の固結・岩石化や変動地
形などについての説明は時間切れで行えませんでした。

●当社は，これまでの科学的知見に基づき，敷地内断層は「耐震設計上考慮すべき活断層ではない」と評価し
ている。なお，3人の学識経験者の方から当社の意見を支持する見解書をいただいている。

●現在，新たな地質調査や文献調査などを実施中であり，これに基づき，予断を持つことなく，あらためて活動性
の有無に関する評価・確認を行っていく予定。7月中には，重要な論点となっている固結・岩石化に関わる新
たなデータ提示，水平掘削面調査の現地確認が可能になる。

東通原子力発電所の敷地内断層調査
ー第6回評価会合の概要ー

〈第6回評価会合の論点〉

論点に対する双方の見解

◆今後について

当社見解のまとめ

敷地内の主要断層は，耐震設計上考慮する活
断層ではない

横ずれ運動や繰り返し性は認められない
敷地内断層の活動性

敷地の浅い地層
（第四系）で認められる

変状

敷地内の断層の多くが耐震設
計上考慮する活断層である

活動性の根拠として，横ずれ運
動や繰り返し性が認められる

活断層，活断層の可能性のある
断層であると評価

「変位・変形」が断層に沿って系
統的に認められている

第四系変状の分布は，局所的・限定的であり，
系統的に連続していない
断層破砕部の性状や地下深部の構造などを
含めた多面的・総合的な検討を実施し，敷地
内断層は活動性がないと評価

有識者会合の評価書案論旨 当社見解
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［凡例］
●…通商産業省 資源エネルギー庁
●…原子力安全・保安院
●…総合資源エネルギー調査会 原子力安全・保安部会 

耐震・構造設計小委員会 地震・津波，地質・地盤合同
ワーキンググループ

●●…地震・津波に関する意見聴取会（1～2回目は「地震・
津波の解析結果の評価に関する意見聴取会」。3回目
から上記名称へ変更）

●…原子力規制委員会 東通原子力発電所敷地内破砕帯
の調査に関する有識者会合

●安全審査

●耐震バックチェック指示

●耐震バックチェック審議

●現地調査実施

●原子炉設置許可

追加地質調査
開始

●あらためて活動性などに
　 関する調査をすべき

●●断層の活動性の
　　 再評価指示

●●追加調査が必要と
　　  コメント

当 社 経 済 産 業 省 原子力安全委員会

安 全 審 査

耐震設計審査指針改訂

現地調査実施

着 工

営業運転開始

耐震バックチェック

再調査実施

東 日 本 大 震 災

報告書提出

再評価

原子力安全･保安院 原子力安全委員会

原子力安全委員会および原子力安全・保安院の事務などを一元化
原子力規制委員会内には,事務局として原子力規制庁が設置されている

原 子 力 規 制 委 員 会（環境省の外局組織）

東通原子力発電所1号機
原子炉設置許可申請

耐震バックチェック
中間報告書提出

バックチェック審議
（事業者聞き取り）

断層の活動性評価
について報告

追加地質調査の
実施状況を報告

第2回評価会合において当社見解を
科学的根拠により説明

第3回評価会合において
当社見解を説明

第4回評価会合において
当社見解を説明

●3人の学識経験者からの
　当社意見を支持する見解書
●当社見解を裏付ける海外事例

第6回評価会合において
当社見解を説明

自主的に
追加地質調査実施

敷地内断層は「活動性なし」と評価
「活動性なし」と評価

敷地内断層は「活動性なし」と評価

敷地内断層は「活動性なし」と評価

「活断層の可能性を否定できない」との意見で一致

「活断層の可能性を否定できない」との意見で一致

敷地内断層は「活動性なし」と評価

1996（平成8）年8月 1996（平成8）年8月～1998（平成10）年8月

1998（平成10）年12月 1998（平成10）年8月

2006（平成18）年9月 2006（平成18）年9月

2010（平成22）年11月

2008（平成20）年3月～

2010（平成22）年5月

2010（平成22）年11月

2005（平成17）年12月

2006（平成18）年9月

2008（平成20）年3月

2010（平成22）年7月～12月

2011（平成23）年1月

2011（平成23）年11月～ 2011（平成23）年11月

2012（平成24）年5月

2012（平成24）年9月

2012（平成24）年12月13日～14日

2012（平成24）年12月20日

2012（平成24）年12月26日

2013（平成25）年2月18日
2013（平成25）年

2月19日

2013（平成25）年12月
追加地質調査結果取りまとめ（予定）

2013（平成25）年4月18日

2013（平成25）年5月 9 日

2013（平成25）年5月17日

2012（平成24）年3月

2012（平成24）年7月

2012（平成24）年11月

審議

審議

保

エネ

保

エネ

保

保

保 地

保 地

●現地調査実施有

●第1回評価会合有

●第2回評価会合有

●第3回評価会合有

●第4回評価会合有

●第5回評価会合有

●第6回評価会合有

部

エネ

部

保 地

有

東通原子力発電所敷地内断層に関わるこれまでの経緯
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鋼管式鉛直壁（延長／約680m）防潮堤全長／約800m 　セメント改良土による堤防（延長／約120m）

鋼管式鉛直壁／高さ約15m（O.P.約+29m）

押え工

（敷地側）

（海側）

地盤改良

地盤

岩盤岩着

現在の防潮堤／
高さ約3m
（O.P.約+17m）使用済燃料プール

海水ポンプ室
取水路

海面からの高さ/約17m

扉への
ゴムシール取付 送水車

（代替非常用冷却海水ポンプ）

予備品 洗浄・乾燥資機材

代替注水車 消防車 電源車

大容量電源装置

防潮堤（長さ約600m）

原子炉建屋

非常用
高圧電源盤

大容量
電源装置

高圧電源盤

海面からの高さ約22m

海面から
高さ約52m

海へ

燃料プール冷却
浄化系ポンプ

残留熱除去系ポンプ

敷地高さ/約13.8m

原子炉補機
冷却系ポンプ

非常用冷却
海水系ポンプ

④

③
⑤

⑦

⑥①

　 -2
防潮壁（約2m）
②

　 -1
防潮堤
（約3m）

②

岩盤

（敷地側） （海側）

盛土

盛土

対策①’／法面防護工
13.6ｍ程度

3ｍ程度
9.1ｍ程度

取水路

海水ポンプ室

非常用
海水ポンプ 取水口

海水熱交換器建屋

岩盤

補機冷却海水系取水路 対策③／海水を取水設備内
に確保（水位低下対策）

対策①／余裕のある敷地
高さ（O.P.+14.8m）

津波・土木など
の専門家によ
る議論＊

土木学会手法（平成14年2月)

女川原子力発電所の
津波評価の変遷

（文献調査などに基づき最新の知見を反映）

（（　）内は設置許可申請などの時期）

3号機（平成6年5月）数値シミュレーション

１号機（昭和45年5月）文献調査など

2号機（昭和62年4月）貞観津波調査,
数値シミュレーション

対策②／海水ポンプを
ピット内に配置

＊…1号機計画時，「明治三陸津波などより
も震源が南にあった貞観津波や慶長津
波では，（3ｍよりも）高くなることもある」な
どの議論がなされた。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況

　

当
社
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
計

画
・
設
計
時
お
よ
び
そ
の
後
に
判
明

し
た
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た
津
波

の
評
価
と
対
策
を
東
日
本
大
震
災
以

前
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た（
左
図
）。

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
3
・
11
地
震
）

は
、
広
範
囲
で
震
源
が
連
動
し
た
わ
が

国
で
の
観
測
史
上
最
大
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9
・
0
）
の
地
震
で
し
た
。

こ
の
際
、
女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
い

て
は
、
潮
位
計
で
O.P.
※
13
・
0
メ
ー
ト

ル
の
津
波
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
社
で
は
緊
急
安
全
対

策（
こ
の
一
環
と
し
て
O.P. 

17
・
0
メ
ー

ト
ル
の
防
潮
堤
を
設
置
）
を
実
施
す

る
一
方
、
3
・
11
地
震
に
よ
る
津
波

の
再
現
解
析
を
は
じ
め
、
同
地
震
に

関
わ
る
知
見
の
収
集
に
努
め
な
が

ら
、
国
の
「
新
規
制
基
準
」
の
検
討

動
向
も
踏
ま
え
、
女
川
原
子
力
発
電

所
に
お
い
て
今
後
想
定
す
べ
き
津
波

に
つ
い
て
種
々
の
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

津
波
評
価
の
概
要

　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
想
定
さ
れ
る
津
波
と

し
て
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
地
震
に
起

因
す
る
津
波
を
選
定
し
、
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
を
最
優
先
す
る
観
点

か
ら
、
極
め
て
厳
し
い
条
件
で
評
価

し
ま
し
た
。
各
地
震
に
つ
い
て
基
準

断
層
モ
デ
ル
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖

型
の
地
震
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
内
地
震
、

津
波
地
震
の
各
モ
デ
ル
）
を
設
定
し
、

波
源
特
性
の
不
確
か
さ
を
考
慮
し
た

検
討
の
結
果
、
防
潮
堤
に
到
達
す
る

津
波
の
最
大
遡
上
水
位
を
O.P.
約
23

メ
ー
ト
ル
と
評
価
し
ま
し
た
。

防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
計
画

　

津
波
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り

安
全
性
を
高
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

ご
安
心
い
た
だ
く
観
点
か
ら
、
自
主

的
な
対
策
と
し
て
、
防
潮
堤
を
現
在

の
高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル
（
O.P.
約
17
メ
ー

ト
ル
）
か
ら
約
15
メ
ー
ト
ル
（
O.P.
約
29

メ
ー
ト
ル
）
に
か
さ
上
げ
す
る
こ
と

と
し
、
5
月
29
日
に
工
事
関
係
者
出

席
の
下
、
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
、

工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

か
さ
上
げ
後
の
防
潮
堤
は
、
津
波
波

力
や
地
震
力
な
ど
の
外
力
条
件
、
設
置

エ
リ
ア
や
既
設
構
造
物
な
ど
を
考
慮
し

て
総
合
的
に
検
討
し
、
鋼
管
式
鉛
直
壁

（
延
長
約
6
8
0
メ
ー
ト
ル
、左
図
）と
、

セ
メ
ン
ト
改
良
土
に
よ
る
堤
防
（
延
長

約
1
2
0
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
計
画
で

す
。
本
工
事
は
、
平
成
28
年
３
月
の

完
了
を
目
途
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
最
新
知
見
の

収
集
に
努
め
、
適
切
な
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
所
の
さ

ら
な
る
安
全
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
防
潮
堤
か
さ
上
げ
工
事
を
開
始

　

5
月
14
日
、
当
社
は
女
川
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
津
波

評
価
の
結
果
と
、
津
波
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
防
潮
堤
の
か
さ

上
げ
計
画
を
公
表
し
、5
月
29
日
よ
り
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

敷地側 海側

■かさ上げ後の防潮堤イメージ

■東日本大震災以前の津波対策（女川3号機の例）

■防潮堤（鋼管式鉛直壁）の構造

※
…
O.P.
は
女
川
原
子
力
発
電
所
工
事
用
基
準
面
。
O.P. 

0
・
0
メ
ー

ト
ル
は
、
東
京
湾
平
均
海
面
（
T.P.
）マ
イ
ナ
ス
0
・
74
メ
ー
ト
ル
。

安全祈願祭（5月29日）
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東北地方太平洋沖型の地震
発電所 海洋プレート内地震

海洋プレート

潜り込み

陸プレート
太平洋海溝

津波地震

東北地方太平洋沖型の
地震（Mw9.0）

海洋プレート内
地震（Mw8.6）※

日本海溝

女川原子力
発電所

津波地震（Mw8.3）

鋼管式鉛直壁（延長／約680m）防潮堤全長／約800m 　セメント改良土による堤防（延長／約120m）

O.P.約+29m（敷地側）

押え工

（海側）鋼管＋遮水板

O.P.約+17m
現在の防潮堤（約3m）

O.P.約+23m
（津波の最大遡上水位）かさ上げ後の防潮堤

（約15m）

地盤改良

敷地高さ
O.P.約＋13.8m

南北に移動

使用済燃料プール

海水ポンプ室
取水路

海面からの高さ/約17m

扉への
ゴムシール取付 送水車

（代替非常用冷却海水ポンプ）

予備品 洗浄・乾燥資機材

代替注水車 消防車 電源車

大容量電源装置

防潮堤（長さ約600m）

原子炉建屋

非常用
高圧電源盤

大容量
電源装置

高圧電源盤

海面からの高さ約22m

海面から
高さ約52m

海へ

燃料プール冷却
浄化系ポンプ

残留熱除去系ポンプ

敷地高さ/約13.8m

原子炉補機
冷却系ポンプ

非常用冷却
海水系ポンプ

④

③
⑤

⑦

⑥①

　 -2
防潮壁（約2m）
②

　 -1
防潮堤
（約3m）

②

■敷地に大きな影響を与えると想定される津波として，3タイプ（左下図）の地震に起因する津波を選定し，各地震について既往地震の発
生位置や規模などを参考に波源モデルを設定しました。
■最新の知見に基づき，波源特性の不確かさを考慮した多ケースの数値シミュレーションを実施しました。

●津波が防潮堤（②-1）を越え，敷地内に流入した場合に備え，海水ポンプ室周りへの防潮壁（②-2）の設置および主要な建屋の外扉の水
密処理（①）を実施済みです。

●仮に，海水ポンプ室および主要建屋へ海水が浸入し，原子炉や使用済燃料プールに注水するための全ての機能ならびに非常用ディー
ゼル発電機が機能喪失した場合においても，敷地内の高台に配備した可搬型設備（代替注水車，消防車（⑤））により注水を行い，大容
量電源装置（④）または電源車（③）から既設の計装機器への電源供給により水位の監視も可能であり，原子炉および使用済燃料プー
ルの燃料の冷却が達成できます。

●代替注水車・消防車による注水に加え，配備済みの送水車（⑥）および海水ポンプモータの予備品ならびに洗浄・乾燥資機材（⑦）によ
り，除熱機能を復旧する手段も構築しており，複数の対応が可能です。

以下の緊急安全対策により発電所の安全停止状態を維持し，除熱機能を回復させることができます。

防潮堤のかさ上げが完了する前に，今回評価したような津波が来た場合，
発電所は大丈夫なのですか。

【考慮した主な波源特性の不確かさ】・断層の位置や走向などの各種パラメータ
・すべりの不均一性（大きくすべる領域とあまりすべらない領域が偏在）
・断層破壊の様式（破壊開始点の位置）

津波の最大遡上水位／O.P.約+23m（防潮堤前面）
津波波源のタイプ／東北地方太平洋沖型の地震

女川原子力発電所における津波評価の概要

A
Q

津波評価結果と防潮堤への遡上イメージ検討対象とした津波波源

東北地方太平洋沖型地震の基準断層モデルの設定例

基準断層モデルの設定津波波源の設定

検討結果

女川3.11再現モデル 内閣府モデル 予測計算モデル

波源特性の不確かさの考慮

安全対策イメージ図

※…Ｍw（モーメントマグニチュード）は地震の規模を表す指標であり，巨大地震の規模を表すのに適した指標として広く使われています。
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原子炉建屋，
タービン建屋
など

事務建屋

フィルター付
格納容器ベント設備

免震重要棟

小老部川

太
平
洋

フィルター付
格納容器ベント設備

（新設）

排
気
筒

原子炉建屋

原子炉格納容器

圧力抑制室

金属フィルター

［拡大図］

水溶液

約5m

約12m

排気筒へ

原子炉格納容器から

フィルター付格納容器ベント設備
　原子炉格納容器の過度な圧力上昇に伴う破損を防止す
るために，格納容器内の蒸気を大気中に放出して圧力を低
減させる際，万一，炉心が損傷した場合においても，フィル
ターを介して放射性物質の放出量を大幅に抑制する設備。

【仕様概要】
○本体の概略寸法／直径約5m×高さ約12m（円筒形）
○設置数／1基
○設置場所／地下ピット
○地下ピットの概略寸法／幅約12m×長さ約15m×
　高さ約24m（地下ピットの埋設深さ約40m）
○放射性物質の放出を直接放出時に比べ1/1000以下に

抑制できる（ウェットウェルベント※との組み合わせにより，
さらに抑制）

○設置工事開始日／平成25年5月29日
○平成27年3月完成予定

免震重要棟
　大規模な原子力災害が発生した場合の現地対策本
部となる指揮所（緊急時対策所）機能をより強化するた
めの免震構造の建物。

【仕様概要】
○建物構造／免震構造，地上3階，延床面積約4,200㎡
○収容人数／約1,000人（災害時対応人数260人）
○設置場所／原子炉建屋から約800m離れた高さ
　海抜約30mの敷地に設置
○テレビ会議システムや通信設備などを配備した大会議室
○専用の非常用発電機
○放射線遮へいを考慮した躯体および空調設備
○設置工事開始日／平成25年6月10日
○平成28年3月完成予定

東通原子力発電所
さらなる
安全性向上対策を実施
　当社は，福島第一原子力発電所の事故から得られた知見などを踏まえ，緊
急安全対策やシビアアクシデント対策に加え，ハード・ソフト両面から安全性
向上に向けた取り組みを進めています。この結果，既に福島第一原子力発電
所と同様な事故を起こさない安全レベルを確保したものと考えていますが，
さらなる安全性向上を図るため，東通原子力発電所におけるフィルター付格
納容器ベント設備および免震重要棟の仕様などについて検討してきました。
　今般，準備が整ったことから，フィルター付格納容器ベント設備および免震
重要棟の設置工事を開始しました。
　当社は，これらの設置工事を着実に進めていくとともに，今後とも原子力発
電所の安全性の向上に努めていくこととしています。

■断面イメージ図

■設置箇所図

完成イメージ図

※…原子炉格納容器の蒸気を圧力抑制室に蓄えた水に通過させることで，放射性物質の
放出量を抑制して放出するための設備。
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開催日 審査内容

1回目 3月  5日 値上げ申請の概要

2回目 3月22日 申請原価の前提となる電力需要想定・供給力，個別の原価（燃料費）

3回目 4月  3日 個別の原価（購入・販売電力料，原子力バックエンド費用）

4回目 4月16日 個別の原価（経営効率化，人員計画，人件費）

5回目 4月25日 個別の原価（その他経費・控除収益，修繕費，スマートメーターの原価算入）

6回目 5月21日 個別の原価（設備投資関連費用，公租公課，費用の配賦・レートメーク※1）

7回目 5月31日 指摘事項に対する回答

8回目 6月14日 指摘事項に対する回答

当 社

経済産業省

消費者庁

消費者

消費者委員会

(資源エネルギー庁)

(内閣府)

値
上
げ

申
請

受
理

3月5日～

5月9日
査定方針案の
取りまとめ

調査審議に
協力

反
映

意見
消費者委員会意見

補
正
申
請

掲
示

実
施

大
臣
合
意

査
定
方
針

共
同
付
議

物
価
問
題
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議

消費者と
消費者団体との
意見交換

査定方針案に対する
消費者団体との
意見交換

電気料金審査専門委員会

審査※2

協
議

公聴会

意見陳述

チ
ェッ
ク

ポ
イ
ン
ト

公
表

4月8日～4月8日～

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

家庭用電気料金の値上げ認可申請に関する調査会

平成25年
2月

2月14日 実施の10日前から

5月30日

認
可・

受
理

※3

査
定
方
針
案

　5月下旬から6月中旬にかけて，経済産業省の電気料金審査専門委員会が3度開催され，当社からは，佐竹
副社長をはじめ関係者が出席しました。同委員会では，当社からの申請原価に関する説明と，説明に対する
質疑応答などが行われました。

数回の電気料金審査専門委員会が行われた後，同委員会から査定方
針案が示されます。その後，査定方針案について，経済産業省と消費
者庁との間での協議を経て，物価問題に関する関係閣僚会議におい
て査定方針が了承される予定です。

電気料金値上げ申請に
関わる今後の予定

※2…審査には特別監査，個別審査（査定），ヤードスティック査定がある。
※3…消費者の視点から申請原価の適切性について確認することを目的に，消費者委員会「家庭用電気料金の値上げ認可申請に関する調査会」の

意見を反映し消費者庁にて策定するもので，電気料金審査専門委員会が作成する査定方針（案）に反映される。

当社の値上げ申請に関わる動向

※1　レートメーク…電気の使用条件の差などを考慮して，契約種別ごとの料金率を設定すること。

　電気料金審査専門委員会での当社の値上げ申請に関するこれまでの審査内容

■料金認可プロセス

出典：消費者庁ホームページを基に作成
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マ
ン
ス
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス

と
と
も
に
、
実
際
に
調
査
現
場
を

訪
問
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
水

平
掘
削
面
調
査
の
状
況
、
ボ
ー
リ

ン
グ
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
試
料
な

ど
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
発
電
所
の
敷
地
内
断
層
に
つ

い
て
当
社
は
、こ
れ
ま
で
蓄
積
し

た
膨
大
な
調
査
結
果
に
基
づ
き

「
耐
震
設
計
上
考
慮
す
べ
き
活
断

層
で
は
な
い
」
と
評
価
し
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、原
子
力
規
制
委
員

会
に
対
し
て
は
、
今
回
の
追
加
地

質
調
査
で
得
ら
れ
る
新
た
な
デ
ー

タ
や
知
見
に
つ
い
て
も
有
識
者
会

合
に
お
い
て
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

幅
広
い
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

東
通
原
子
力
発
電
所
は
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
「
東
通
原
子
力

発
電
所
敷
地
内
破
砕
帯
の
調
査
に

関
す
る
有
識
者
会
合
」に
お
い
て
、

敷
地
内
断
層
が
「
耐
震
設
計
上
考

慮
す
る
活
断
層
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
社
は
有
識
者
会

合
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
今
年
２

月
よ
り
追
加
地
質
調
査
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
５
月
２
日
に

海
輪
社
長
が
同
発
電
所
を
訪
問

し
、
調
査
状
況
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
発
電
所
に
お
い
て
海
輪
社
長

は
、
発
電
所
関
係
者
よ
り
敷
地
内

断
層
の
評
価
に
関
わ
る
論
点
や
調

査
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

追加地質調査現場を視察する海輪社長（上・
右），ボーリングにより採取された試料を確認する
海輪社長（下・右から２人目）

対
し
て
、
研
究
・
技
術
開
発
で
も

効
率
化
・
高
度
化
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
三
つ
目
は
『
顧
客

サ
ー
ビ
ス
向
上
』で
あ
る
。
今
後
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客
さ
ま
に
当

社
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
魅
力
や

価
値
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め

に
も
顧
客
ニ
ー
ズ
を
先
見
的
に
捉

え
、
独
自
の
研
究
開
発
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
目
的
意

識
を
明
確
に
し
た
研
究
・
技
術
開

発
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

報
告
会
で
は
当
社
、
企
業
グ

ル
ー
プ
か
ら
合
計
17
件
の
研
究
成

果
が
報
告
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
は
当
社
と
企
業
グ
ル
ー
プ
か

ら
7
件
の
研
究
開
発
成
果
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
、
研
究
開
発
意
欲
の

高
揚
と
創
意
工
夫
に
基
づ
く
成
果

の
水
平
展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
25
年
度
研
究
開
発
報
告

会
が
本
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
梅

田
副
社
長
は
、
電
気
料
金
値
上
げ

申
請
な
ど
に
よ
り
、
社
会
か
ら
非

常
に
厳
し
い
目
を
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
政
府
が
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
触
れ
、「
創
業
以
来
の
大
変
革

期
に
お
い
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
で

研
究
開
発
に
取
り
組
む
目
的
は
3

点
あ
る
。一
つ
目
は
『
安
定
供
給
・

安
全
確
保
』
で
、
安
定
供
給
に
対

す
る
研
究
・
技
術
開
発
へ
の
期
待

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
二
つ
目

は
『
経
営
効
率
化
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。
極
め
て
厳
し
い
収
支
環
境
に

あいさつする梅田副社長（上），研究成果を
報告する参加者（下）

　

5
月
29
日
、
平
成
24
年
度
電
力

土
木
技
術
協
会
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
当
社
の
「
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
対
す
る
火
力
発
電
所
地

中
構
造
物
の
耐
震
評
価
」
が
第
40

回
高
橋
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
電
力
施
設
に
関
す

る
土
木
技
術
の
開
発
、
研
究
な
ど

の
論
文
の
う
ち
、
技
術
の
進
歩
向

上
に
特
に
寄
与
し
た
も
の
に
つ
い

て
表
彰
す
る
も
の
で
、
故
高
橋
三

郎
名
誉
会
長
の
功
績
を
記
念
し
て

制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
賞
で
す
。 

　

本
受
賞
案
件
は
、
仙
台
火
力
発

電
所
お
よ
び
新
仙
台
火
力
発
電
所

の
取
水
路
、
放
水
路
を
対
象
に
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
後
の
構

造
物
の
耐
震
健
全
性
を
、
現
地
点

検
と
数
値
解
析
の
両
面
か
ら
確
認

し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
一
連
の

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。

受賞した（左から）仙台技術センター
土木課後藤副長，土木建築部（火力
原子力土木）坂本さん，新仙台火力
発電所建設所土木建築課斉藤主任

海
輪
社
長
が
東
通
原
子
力
発
電
所
を
訪
問

平
成
25
年
度
研
究
開
発
報
告
会
を
開
催

電
力
土
木
技
術
協
会

第
40
回
高
橋
賞
を
受
賞
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追加地質調査現場を視察する海輪社長（上・右），ボーリングにより
採取された試料を確認する海輪社長（下・右から２人目）

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
に

設
立
さ
れ
た
国
際
的
な
民
間
組
織

で
す
。
当
社
は
、
W
A
N
O
設
立

以
来
、W
A
N
O
会
員
と
し
て「
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
（
原
子
力
発
電
所
の

相
互
評
価
訪
問
）」※
な
ど
の
活
動

に
参
加
し
、
原
子
力
発
電
所
の
安

全
性
に
関
わ
る
国
際
レ
ベ
ル
で
の

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
総
会
は
、
W
A
N
O
各
会
員

の
経
営
層
が
2
年
に
1
度
、
W
A

N
O
の
活
動
方
針
や
原
子
力
発
電

全
般
に
つ
い
て
、
協
議
・
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
世
界
37
カ
国
よ
り
約

6
5
0
人
の
関
係
者
が
出
席
し
、

日
本
か
ら
は
電
力
9
社
、
日
本
原

子
力
発
電（
株
）、電
源
開
発（
株
）、

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
原

子
力
安
全
推
進
協
会
な
ど
が
参

加
し
、「
世
界
の
原
子
力
の
安
全

な
運
転
─
W
A
N
O
の
中
心
的
業

務
」
を
主
要
テ
ー
マ
に
、
原
子
力

発
電
所
の
よ
り
良
い
運
営
を
行
う

た
め
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
総
会
は
、
平
成
27
年
に

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

5
月
20
日
・
21
日
の
両
日
、
ロ

シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た

世
界
原
子
力
発
電
事
業
者
協
会

（
W
A
N
O
・　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

の
総
会
に
海
輪
社
長
、
渡
部
原
子

力
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

W
A
N
O
は
、
昭
和
61
年
4
月

に
起
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子

力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
、
原

子
力
発
電
事
業
者
が
相
互
に
情
報

交
換
や
技
術
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性

や
信
頼
性
を
最
大
限
に
高
め
る
こ

全
な
運
営
に
卓
越
し
て
貢
献
し
た

人
物
を
対
象
に
厳
正
な
選
考
を
経

て
授
与
さ
れ
る
賞
で
、
2
0
0
2

年
の
創
設
以
来
、
日
本
人
が
受
賞

す
る
の
は
2
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
東
日
本
大
震

災
時
に
お
け
る
女
川
原
子
力
発
電

所
の
左
記
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
当
時
女
川
原
子
力
発
電
所
長

で
あ
っ
た
渡
部
原
子
力
部
長
が
代

表
と
し
て
受
賞
し
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
の
際
、
レ
ガ
ル
ド
W
A
N

O
議
長
か
ら
は
「
あ
な
た
と
あ
な

た
の
仲
間
の
た
め
に
」
と
、
当
時

の
女
川
原
子
力
発
電
所
員
、
協
力

会
社
の
方
々
、
そ
し
て
本
店
を
含

め
た
当
社
社
員
全
員
に
対
す
る
賛

辞
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
原
子
力
発
電
事
業
者
協

会
の
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た

W
A
N
O
原
子
力
功
労
者
賞
授
賞

式
で
、
渡
部
原
子
力
部
長
が
原
子

力
功
労
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安

受
賞
理
由

・
女
川
原
子
力
発
電
所
が
日
ご
ろ
か
ら

  

緊
急
時
の
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
事

  

前
準
備
に
備
え
て
き
た
こ
と

・
過
去
に
例
を
見
な
い
巨
大
地
震
と
津

  

波
に
も
か
か
わ
ら
ず
、女
川
原
子
力

  

発
電
所
の
３
基
全
て
を
安
全
に
冷
温

  

停
止
に
導
い
た
こ
と

・
震
災
で
被
災
し
た
地
域
住
民
の
方
々

  

を
受
け
入
れ
、地
域
と
と
も
に
困
難

  
を
乗
り
越
え
た
こ
と

　

5
月
28
日
、
能
代
火
力
発
電
所

は
、
平
成
5
年
5
月
28
日
の
1
号

機
運
転
開
始
か
ら
満
20
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
、
発
電

所
事
務
本
館
東
側
の
庭
園
で
、
発

電
所
・
東
北
電
労
能
代
支
部
・
構

内
関
係
会
社
の
代
表
者
に
よ
る
大

島
桜
3
本
の
記
念
植
樹
を
実
施

し
、
能
代
市
の
花
で
も
あ
る
桜
の

成
長
と
と
も
に
、「
地
域
共
生
型

発
電
所
」
と
し
て
の
さ
ら
な
る
発

展
、
安
定
運
転
と
安
全
の
確
保
の

継
続
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
能
代
火
力
発
電
所
の
20

年
間
の
発
電
電
力
量
は
、1
・
2
号

機
合
わ
せ
て
約
1
5
4
5
億
kWh
、

消
費
し
た
石
炭
は
約
4
8
7
0
万

ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

植樹する庄司能代火力発電所長（右）

W
orld A

ssoci-
ation of N

uclear O
perators

※
…
W
A
N
O
会
員
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専
門
家

で
構
成
さ
れ
る
国
際
チ
ー
ム
が
、
あ
る
特
定
の

発
電
所
を
訪
問
し
、
現
場
の
観
察
と
職
員
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
発
電
所
の
安
全
性
、
信

頼
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
要
改
善
点
を
ま
と
め

発
電
所
側
に
提
案
す
る
も
の
。

（左から）渡部原子力部長，ストリッカー前議長，海輪社長，レガルド議長

渡部原子力部長（中央左）による女川原子力発電所メンバーへの受賞報告および原子力功労者トロフィー

W
A
N
O（
世
界
原
子
力

発
電
事
業
者
協
会
）総
会

に
海
輪
社
長
が
出
席

渡
部
原
子
力
部
長
が

W
A
N
O
原
子
力
功
労
者
賞
を
受
賞

能
代
火
力
発
電
所

運
転
開
始
20
周
年
記
念

の
植
樹
を
実
施
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も
に
、
燃
料
費
の
削
減
が
重
要
な

経
営
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安

定
供
給
は
も
と
よ
り
、
今
後
一
層

の
経
済
的
な
L
N
G
供
給
へ
の
協

力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

ヌ
デ
ィ
ン
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
も

両
社
の
信
頼
関
係
の
下
、
協
力
し

て
難
局
を
乗
り
切
っ
て
き
た
。
今

後
も
L
N
G
の
安
定
供
給
に
よ

り
、
東
北
電
力
を
支
援
し
、
信
頼

関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

当
社
は
現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア

と
の
間
で
二
つ
の
L
N
G
長
期

売
買
契
約（
マ
レ
ー
シ
ア
Ⅱ
、
マ

レ
ー
シ
ア
Ⅲ
）を
締
結
し
て
お
り
、

平
成
24（
2
0
1
2
）年
度
は
約

1
1
9
万
ト
ン
の
L
N
G
を
調
達

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
27（
2
0
1
5
）年

度
に
契
約
期
間
が
満
了
と
な
る
マ

レ
ー
シ
ア
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
昨
年

8
月
に
契
約
延
長
の
基
本
合
意

（
平
成
28（
2
0
1
6
）年
度
以
降

10
年
間
）を
し
て
お
り
、
現
在
は

P
L
S
B
社
と
の
間
で
売
買
契
約

書
の
詳
細
に
関
す
る
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

5
月
16
日
、
当
社
が
L
N
G

を
購
入
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
国

ペ
ト
ロ
ナ
ス
L
N
G
社
（
以
下
、

P
L
S
B
社
）
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
ヌ

デ
ィ
ン
社
長
が
本
店
を
訪
れ
、
安

倍
副
社
長
、
佐
久
間
常
務
と
懇
談

し
ま
し
た
。

　

安
倍
副
社
長
は
冒
頭
、
L
N
G

の
安
定
供
給
に
よ
る
P
L
S
B
社

の
当
社
へ
の
支
援
に
つ
い
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
後
、
火
力
原
子
力

本
部
が
一
丸
と
な
っ
て
「
不
屈
と

前
進
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
火

力
発
電
所
の
復
旧
に
取
り
組
み
、

今
年
4
月
末
の
原
町
火
力
発
電
所

1
号
機
営
業
運
転
再
開
を
も
っ

て
、
当
社
の
被
災
火
力
発
電
所
が

全
て
復
旧
を
果
た
し
た
こ
と
、
原

子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
に
よ
り

燃
料
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
当
社
の
現
状
を
述
べ
る
と
と表敬訪問の様子

し
、
当
社
と
の
関
係
も
さ
ら
に
強

化
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
倍
副
社
長
は
、
現
在

当
社
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
事

業
環
境
に
も
触
れ
、「
料
金
値
上

げ
申
請
と
そ
れ
に
伴
う
効
率
化
努

力
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
経
済
性

を
有
す
る
価
格
で
の
L
N
G
供
給

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
ら
た
め

て
要
請
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
S
E
社
と
の
間
で
年

間
約
42
万
ト
ン
の
L
N
G
長
期
契

約
を
締
結
し
て
お
り
、
サ
ハ
リ
ン

島
か
ら
日
本
ま
で
の
L
N
G
の
輸

送
に
は
東
京
電
力（
株
）と
共
同
で

L
N
G
船
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

海
上
輸
送
費
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
契
約
価

格
の
更
改
時
期
を
迎
え
る
中
、
S

E
社
と
の
間
で
価
格
改
定
交
渉
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
今
後
一
層
の
L
N
G

の
経
済
的
調
達
を
推
進
す
る
た
め
、

こ
う
し
た
サ
ハ
リ
ン
Ⅱ
や
マ
レ
ー

シ
ア
で
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
と

し
て
、
既
存
お
よ
び
新
規
L
N
G

に
関
す
る
諸
課
題
の
検
討
お
よ
び

関
連
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

5
月
20
日
、
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ

ン
Ⅱ
L
N
G
の
供
給
者
で
あ
る
サ

ハ
リ
ン
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
社
（
以
下
、
S
E
社
）
の

ダ
シ
コ
フ
社
長
が
本
店
を
訪
れ
、

安
倍
副
社
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

ダ
シ
コ
フ
社
長
は
今
年
2
月
に

S
E
社
社
長
に
就
任
し
、
今
回
、

新
任
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
当
社
を

表
敬
訪
問
し
た
も
の
で
す
。

　

安
倍
副
社
長
は
、
ダ
シ
コ
フ
社

長
の
就
任
に
祝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

L
N
G
需
要
が
増
加
し
た
平
成
23

（
2
0
1
1
）年
に
追
加
供
給
の
協

力
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
う

し
た
追
加
供
給
は
、
当
社
L
N
G

調
達
の
安
定
性
、
経
済
性
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
」
と
あ
ら
た
め

て
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
シ
コ
フ
社

長
は
、
初
め
て
訪
問
し
た
日
本
の

技
術
力
や
勤
勉
さ
を
高
く
評
価懇談後の安倍副社長（左）

とダシコフ社長（右）

発電機ジャッキアップの様子

　

5
月
26
日
、
八
戸
火
力
発
電
所

５
号
機
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

化
工
事
に
お
い
て
、
発
電
機
を
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
面
（
地
上

７
メ
ー
ト
ル
）
に
設
置
す
る
た
め

の
搬
入
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
、
平
成
26
年
３
月

の
発
電
開
始
を
目
指
し
、
厳
し
い

工
期
の
中
、
冬
場
の
屋
外
作
業
や

夜
間
・
休
日
作
業
を
安
全
最
優
先

で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
初
計
画

ど
お
り
の
工
程
で
進
ん
で
い
ま
す

（
工
事
進
捗
率
は
約
37
％
）。

　

今
後
、
工
事
の
最
盛
期
と
な
る

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
主
変
圧
器
と

い
っ
た
大
型
機
器
の
据
え
付
け
な

ど
を
迎
え
ま
す
が
、
関
係
者
が
一

丸
と
な
っ
た
安
全
最
優
先
の
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

発
電
機
の
概
要

・
出
力
／
１４
・４
万
ｋＷ

・
高
さ
５
・０
メ
ー
ト
ル×

幅
４
・９
メ
ー
ト
ル×

  

長
さ
９
・５
メ
ー
ト
ル

・
重
量
／
約
２
４
５
ト
ン

マ
レ
ー
シ
ア
国
ペ
ト
ロ
ナ
ス
L
N
G
社
の

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
ヌ
デ
ィ
ン
社
長
が

当
社
経
営
層
を
表
敬
訪
問

サ
ハ
リ
ン
エ
ナ
ジ
ー
・イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
社
の

ロ
マ
ン・
ダ
シ
コ
フ
社
長
が

当
社
経
営
層
を
表
敬
訪
問

八
戸
火
力
5
号
機
コ
ン
バ
イ
ン
ド

サ
イ
ク
ル
化
工
事 

発
電
機
を

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
搬
入
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や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
当
社
と
の
議

論
な
ど
を
通
じ
て「
要
改
善
事
項
」

お
よ
び
「
良
好
事
例
」
が
抽
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
指
摘
さ
れ
た
事
項
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
原
子
力
発
電
所
の

よ
り
一
層
の
安
全
性
・
信
頼
性
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

5
月
15
日
か
ら
29
日
に
か
け

て
、
原
子
力
安
全
推
進
協
会
※

に

よ
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
原
子
力
発

電
所
の
相
互
評
価
訪
問
）
を
東
通

原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
レ
ビ
ュ
ー

対
象
の
原
子
力
発
電
所
の
運
営
状

況
な
ど
を
世
界
の
最
高
水
準
と
比

較
し
、「
要
改
善
事
項
」
な
ど
を

抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
性

や
信
頼
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

今
回
実
施
さ
れ
た
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

で
は
、
国
内
外
の
原
子
力
専
門
家

30
人
に
よ
り
、「
組
織
と
管
理
体

制
」「
運
転
」「
保
修
」
な
ど
の
分

野
に
つ
い
て
、
現
場
作
業
の
観
察

【要改善事項】
・発電所運営に関し，法令遵守だけでなく，自らより高い管理目標を導入
  すべき
・発電所停止時の安全管理について，より高いレベルを目指すべき
・教育訓練について，若年層を早期に戦力化するため，より体系的に改
  善すべき
・資機材などの保管について，火災防護の観点から改善すべき
・定期試験時に使用する手順書について，誤操作を防止する観点から
  記載を改善すべき
　など

【良好事例】
・緊急時における外部電源の復旧時間短縮に取り組んでいる
・水質管理による被ばく線量の低減に取り組んでおり、被ばく線量を最
  小限に抑制している
  など

当
社
の
執
筆
内
容

①
古
地
震
調
査
の
具
体
的
事
例
と
し

て
、女
川
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
活

断
層
調
査
、歴
史
地
震
の
文
献
調
査
、

地
震
動
評
価（
尾
形
副
長
・
伊
藤
担

当
）

②
古
津
波
調
査
の
具
体
的
事
例
と
し

て
、女
川
原
子
力
発
電
所
の
津
波
評
価

の
た
め
に
実
施
し
た
８
６
９
年（
貞
観

１１
年
）の
津
波
痕
跡
調
査（
日
本
で
初

め
て
の
貞
観
津
波
の
痕
跡
調
査
）の
事

例
。東
通
原
子
力
発
電
所
関
係
と
し

て
、津
波
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
の
伝

承
が
あ
る
下
北
半
島
の「
埋
没
ヒ
バ
林
」

の
成
因
調
査（
平
田
副
長
）

実
現
に
向
け
、
企
業
グ
ル
ー
プ
を

中
心
と
す
る
当
社
、東
日
本
興
業

（
株
）（
保
守
運
転
管
理
）、（
株
）ユ

ア
テ
ッ
ク
（
設
備
施
工
）、（
株
）日

建
設
計
総
合
研
究
所
（
デ
ー
タ
分

析
）
に
よ
る
性
能
検
証
・
評
価
体

制
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

消
費
電
力
量
は
運
転
改
善
に
よ

り
年
々
減
少
し
、
震
災
後
は
社
員

の
節
電
活
動
が
加
わ
り
、
目
標
を

大
幅
に
下
回
る
節
電
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
店
ビ
ル
は
こ

れ
ま
で
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て

お
り
、
今
後
も
オ
ー
ル
電
化
ビ
ル

の
良
さ
を
さ
ら
に
多
く
の
お
客
さ

ま
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

る
も
の
で
、
今
回
の
受
賞
は
全
国

で
本
件
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
し
て
模
範
と
な

る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
店
ビ
ル
は
、
蓄
熱
式
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
高

効
率
設
備
を
導
入
し
、
一
般
ビ
ル

よ
り
消
費
電
力
量
40
％
程
度
削
減

を
目
標
と
し
た
オ
ー
ル
電
化
ビ
ル

と
し
て
平
成
14
年
に
竣
工
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
徹
底
し
た
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
」と「
負
荷
平
準
化
」の

　

5
月
14
日
、（
公
社
）空
気
調
和
・

衛
生
工
学
会
の
表
彰
式
が
明
治
記

念
館
で
行
わ
れ
、「
東
北
電
力
本

店
ビ
ル
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
負
荷
平
準
化
に
係
る
継
続
的
取

り
組
み
」
が
第
13
回
特
別
賞
「
十

年
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
竣
工
後
10
年
以
上
に

わ
た
り
空
調
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
性

能
を
継
続
的
に
検
証
し
、
改
善
活

動
を
行
い
な
が
ら
適
切
に
維
持
管

理
を
行
っ
た
業
績
に
対
し
表
彰
す（左から）東日本興業（株）本間取締役ビル事業部長，宮岡土木建築部部長，

（株）ユアテック田村空調管設備部長，（株）日建設計総合研究所湯澤理事

〈基準階での省エネ対策〉
 ・日射遮蔽　・断熱（二重窓など）
 ・自然採光，照明照度制御
 ・自然換気，ナイトパージ
 ・大温度差空調　・躯体蓄熱　
 ・VAV・VWV制御
 ・人感センサー照明

太陽光発電設備

雨水浸透

氷蓄熱槽
ヒートポンプ空調機

BEMS

井戸

温水蓄熱槽

雨水貯留槽（中水利用）

自然エネルギーを有効活用
 ・外気の有効活用
  （換気の制御方法の見直し）
 ・昼光の有効活用
  （照明照度の調整）
ＢＥＭＳを活用した見える化
 ・チューニングやメンテナンスを実施

※
原
子
力
安
全
推
進
協
会（
J
A
N
S
I
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

）…
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
を
踏
ま
え
、
世

界
最
高
水
準
の
安
全
性
を
追
求
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
24
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
。

原
子
力
発
電
所
な
ど
の
よ
り
高
い
安
全
性
達
成

に
向
け
、
独
立
し
た
体
制
に
よ
り
客
観
的
な
評

価
、
提
言
・
勧
告
を
行
う
。

Japan

N
uclear Safety Institute

緊急時対応に関するインタビュー

東
通
原
子
力
発
電
所

原
子
力
安
全
推
進
協
会
に
よ
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施

当
社
本
店
ビ
ル
が
空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会

第
13
回
特
別
賞「
十
年
賞
」を
受
賞
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「
適
用
上
、
企
業
に
対
し
て
厳
し

い
労
働
規
制
を
課
す
も
の
で
、
職

場
で
の
軋
轢
や
訴
訟
リ
ス
ク
の
増

大
を
指
摘
す
る
専
門
家
も
少
な
く

な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、「
引
き

続
き
、
労
働
関
係
法
令
の
遵
守
と

労
使
関
係
の
安
定
的
な
発
展
を
担

う
使
用
者
団
体
と
し
て
、
社
会
の

付
託
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
事
で
は
、「
平
成

24
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
」「
平
成
25
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
」
の
ほ
か
、「
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
の
改
選
」
な
ど
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
提
案
ど
お
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い

て
、
高
橋
会
長
が
会
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
泉
武
夫
東
京
農
業

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
食
文
化

を
通
し
て
健
康
と
宮
城
県
の
農
産

物
を
考
え
る
」
と
題
し
た
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
29
日
、（
一
社
）宮
城
県
経

営
者
協
会（
会
長
・
高
橋
当
社
会

長
）
は
、
会
員
1
4
2
人
の
出
席

の
下
、
一
般
社
団
法
人
移
行
後
初

の
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
高
橋
会
長
は
、
今
年
4

月
1
日
に
新
法
人
へ
移
行
し
た
こ

と
に
言
及
し
、「
移
行
後
も
使
用

者
団
体
と
し
て
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
城
県
で
は
「
震
災
関

連
の
需
要
の
急
増
に
伴
い
、
人
手

が
充
足
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
に
お
け

る
需
給
の
逼
迫
は
、
本
格
的
な
復

興
に
向
か
う
中
で
の
課
題
と
し

て
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
の
見
方
を
示
す

と
と
も
に
、
昨
年
相
次
い
で
改
正

さ
れ
た
労
働
関
係
法
に
つ
い
て

開会のあいさつをする高橋会長（上），講
演する小泉東京農業大学名誉教授（下）

　

5
月
30
日
、
電
気
学
会
通
常
総

会
に
お
い
て
、
当
社
と
電
力
中
央

研
究
所
が
共
同
開
発
し
た
「
配
電

系
統
に
連
系
さ
れ
た
電
源
の
運
転

状
態
推
定
手
法
の
開
発
」
が
「
第

69
回
電
気
学
術
振
興
賞
（
進
歩

賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
分
散
型
電
源
の
普
及
拡

大
に
伴
い
、
配
電
系
統
の
運
用
管

理
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
回
開
発
し
た
分
散
型
電
源

の
運
転
状
態
な
ど
を
精
度
よ
く
推

定
す
る
手
法
を
配
電
自
動
化
シ
ス

テ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
配
電

系
統
の
電
力
品
質
な
ど
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
本
手
法
が
分
散
型
電
源

の
大
量
連
系
に
伴
う
諸
課
題
を
解

決
で
き
る
画
期
的
な
技
術
で
あ
る

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
に

至
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
社
に
お
け
る
本
賞
の

受
賞
は
昨
年
度
に
続
き
、
８
度
目

と
な
り
ま
す
。

電気学術振興賞を受賞し
た研究開発センター（電
力流通）松田主幹研究員

　

素
粒
子
の
大
型
実
験
施
設
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
I
L
C
）

の
岩
手
県
北
上
山
地
へ
の
誘
致

を
目
指
す
産
学
官
組
織
「
東
北

I
L
C
推
進
協
議
会
」（
代
表
・

里
見
東
北
大
学
総
長
、
高
橋
東
経

連
会
長
（
当
社
会
長
））
が
、
5

月
30
日
に
東
京
都
内
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
日
本
再
生
～
I
L
C
を
核

と
し
た
科
学
技
術
創
造
立
国
と
東

北
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
～
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
京
大

学
素
粒
子
物
理
国
際
セ
ン
タ
ー
の

山
下
准
教
授
に
よ
る「
国
際
リ
ニ
ア

コ
ラ
イ
ダ
ー
計
画
に
つ
い
て
」と
題

し
た
基
調
講
演
や
日
本
創
成
会
議

の
増
田
座
長
（
元
岩
手
県
知
事
）

に
よ
る「
I
L
C
の
実
現
に
よ
る

日
本
の
再
生
と
世
界
に
開
か
れ
た

地
方
都
市
の
創
造
」
と
題
し
た
特

別
講
演
、
村
井
宮
城
県
知
事
や
達

増
岩
手
県
知
事
な
ど
が
パ
ネ
ラ
ー

と
な
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
I
L
C
を
核
と
し
た
科

学
技
術
創
造
立
国
と
東
北
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
閉
会
に
当
た

り
高
橋
代
表
は
、「
本
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
I
L
C
誘
致
に

よ
る
効
果
、
地
域
に
与
え
る
影
響

を
再
認
識
で
き
た
。
ま
ず
は
日
本

に
誘
致
す
る
こ
と
、
そ
し
て
被
災

地
で
あ
る
東
北
に
誘
致
す
る
こ
と

に
対
し
て
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

翌
31
日
に
は
、
里
見
代
表
、
高

橋
代
表
を
は
じ
め
と
す
る
同
協
議

会
の
関
係
者
が
そ
ろ
っ
て
文
部
科

学
省
や
復
興
庁
な
ど
を
訪
問
し
、

政
府
と
し
て
I
L
C
の
日
本
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

講演する増田日本創成会議座長（上），要
望活動の様子。（左から）高橋代表，里見
代表，丹羽文部科学大臣政務官，達増
岩手県知事，村井宮城県知事（下）

宮
城
県
経
営
者
協
会
が
一
般

社
団
法
人
移
行
後
初
め
て
の

「
定
時
総
会
」を
開
催

「
第
69
回
電
気
学
術

振
興
賞（
進
歩
賞
）」を

受
賞

東
北
I
L
C
推
進
協
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

要
望
活
動
を
実
施
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マ
ン
ス
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス

高橋　 A社に仕事を委託するための契約書案を作成して，課長に見せたところ，課長から反社会的勢力排除
条項を入れるように指示されたんです。反社会的勢力排除条項について，いろいろと調べてみたけど
よく分からなくて…。
　これって何で必要なんですか？

鈴利　 じゃあ，まずは「反社会的勢力」とは何かから始めようか。
　反社会的勢力というのは，「暴力，威力と詐欺的手法を駆使して経済的利益を追及する集団または個
人」で，例として，暴力団や暴力団員，暴力団関連企業，総会屋などがあるんだよ。
　暴力団と聞くと刺青などをイメージするかもしれないけど，最近は白いワイシャツにネクタイを締め
ていたりして，人相や風体，言葉遣いからはそれと分からなくなっているんだ。また，資金調達手段も，
一昔前は脅して金銭を要求するといったイメージが強かったんだけど，最近は，金融や公共事業などに
幅広く進出し，利益を上げているといわれているよ。

高橋　 でも，何で「排除」しなくちゃならないんですか？ 
　委託した仕事をきちんとしてくれるなら，相手が反社会的勢力でも関係ないと思うんですが。

鈴利　 反社会的勢力と分かって仕事を依頼することは，彼らの活動を支援していることになるよね。高橋君
が委託した相手が暴力団の関連企業だった場合，委託料が巡り巡って暴力団の懐に入り，組織を維持
拡大させることになるし，例えば拳銃の購入資金に当てられるかもしれないよ。

高橋　 それはマズいですね…。
鈴利　 こうしたことがないよう，彼らの資金源を絶つことを目的として，全国の自治体で暴力団排除条例が

定められているんだ。これらの条例では，企業に対して反社会的勢力に利益供与しないことや，相手が
暴力団だと判明した場合には，契約を解除することなどを求めているんだよ。
　これを受けて多くの企業は，契約書に相手方が反社会的勢力やその関係者である場合に契約を即時
に解除できる条項（反社会的勢力排除条項）を盛り込んでいるんだ。課長の指示もこうした背景を受け
てのものなんだよ。
　ああ，せっかくだから業務の適正を確保するための体制に関する基本方針※1や企業行動指針※2，
反社会的勢力対応マニュアル※3もチェックしてみてね。

高橋　 よく分かりました。ありがとうございました。

コンプライアンス講座

法務室（事業法務）

なぜ反社会的勢力
を排除しなければ
ならないの？
ある日，鈴

り ん り

利 守
まもる

さんが外出から戻ると，後
輩の高橋さんが契約書を前に悩んでいま
した。声を掛けてみると，契約書について
の相談を受けました。

これってどうなの？

第3回

※1　業務の適正を確保するための体制に関する基本方針…1.取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　　 「反社会的勢力からの不当な介入や要求に対しては，関連する社内規程等に基づき，毅然として対応する。」
※2　東北電力企業行動指針…2.企業倫理・法令遵守の徹底（2）企業倫理の徹底　反社会的勢力に対する毅然とした対応「社会の秩序

や安全に脅威を与える反社会的な勢力・団体に対しては，毅然とした態度で対応します。」
※3　反社会的勢力対応マニュアル…「H.A.N.D.S.－総務部－庶務・税務－12.庶務関係」に掲載。
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5
月
28
日
、
樺
山
さ
ん
は
酒
田

市
内
の
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
」
の
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
は
、
発

電
所
か
ら
家
庭
ま
で
の
電
気
の
流

れ
、
電
気
の
特
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、
手
回
し
発
電
機
を
使
っ
た
実

験
を
す
る
計
90
分
の
活
動
で
す
。

逃
げ
ず
に

「
伝
わ
る
」た
め
の
努
力
を

「
み
ん
な
、
ポ
ケ
モ
ン
知
っ
て

る
？
」

「
知
っ
て
る
よ
。
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン

ス
タ
ー
で
し
ょ
？
」

　

樺
山
さ
ん
が
野
球
部
出
身
ら

し
い
元
気
の
い
い
声
を
張
り
上

げ
る
と
、 

39
人
の
小
学
4
年
生
か

ら
負
け
じ
と
大
き
な
声
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
ピ
カ
チ
ュ
ウ
は
？
」

「
知
っ
て
る
！
知
っ
て
る
！
」

　

90
分
も
電
気
の
話
を
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
の
集
中
が
続
か
な
い

こ
と
を
経
験
で
学
ん
で
い
た
樺
山

さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
好
き
そ
う

な
ポ
ケ
モ
ン
の
話
題
を
随
所
に
取

り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
は
何
ボ
ル

ト
？
」

「
10
万
ボ
ル
ト
!
」

　

ポ
ケ
モ
ン
の
話
題
で
、
子
ど
も

た
ち
の
視
線
が
自
然
と
樺
山
さ
ん

に
向
い
て
い
ま
す
。
こ
の
時
を
見

逃
さ
ず
、
巧
み
に
送
電
線
の
電
圧

の
説
明
に
つ
な
げ
る
樺
山
さ
ん
。

「
子
ど
も
た
ち
の
好
き
な
こ
と
を

話
題
に
す
れ
ば
、
み
ん
な
興
味
を

持
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
。で
も
、

そ
れ
を
電
気
の
話
に
つ
な
げ
ら
れ

な
け
れ
ば
、
逃
げ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
電
気
に
つ
い
て
伝
え

に
来
た
の
だ
か
ら
、
事
前
に
ス

ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
と
組
み
立

て
た
上
で
、
全
力
で
電
気
の
話
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

思
う
よ
う
に

進
行
で
き
な
い
こ
と
も

　

樺
山
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
伝

わ
る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
い
言

葉
を
使
う
と
と
も
に
、
大
き
な
声

を
出
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
90
分
間
大
声

を
出
し
続
け
る
の
は
大
変
な
こ
と
。

窓
際
に
置
い
た
風
力
発
電
模
型
装

置
の
風
車
が
時
折
勢
い
よ
く
回
る

横
で
、
樺
山
さ
ん
の
額
か
ら
は
大

粒
の
汗
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

送
電
線
の
保
守
点
検
作
業
の

写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
と
、

「
高
～
い
」「
怖
そ
う
」
な
ど
の
素

直
な
反
応
が
。
一
方
で
、「
相
手

が
子
ど
も
な
の
で
、
思
う
よ
う
に

進
行
し
な
い
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
」
と
話
す
樺
山
さ
ん
。

　

こ
の
日
は
、「
電
柱
の
上
に
バ

ケ
ツ
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
け

ど
、
名
前
分
か
る
？
」
と
い
う
樺

山
さ
ん
が
出
し
た
問
題
に
、「
ハ

イ
！
ハ
イ
！
」
と
手
を
挙
げ
て
指

名
さ
れ
た
児
童
が
自
信
満
々
に
、

「
わ
か
り
ま
せ
～
ん
！
」

　
「
ク
ラ
ス
に
一
人
く
ら
い
い
る

ん
で
す
よ
ね
」
と
想
定
内
の
様
子

で
す
が
、
時
計
が
気
に
な
り
額
の

汗
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
樺

山
さ
ん
。
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
に
、
ポ
ケ
モ
ン
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
流
行
や
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
い
話
題
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
話
を
う
ま
く
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
日
々
勉
強
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

広報・地域交流部

「コミュニケーター」って
どんな人

　エネルギー・コミュニケーション活動は，対話を通して地域の皆さま
に原子力をはじめとするエネルギー問題への関心を高めていただくこ
とを目的としています。これらの活動は「ディレクター」（各営業所長），
「コーディネーター」（主に各営業所，技術センター副所長），「コミュニ
ケーター」（主に営業所総務課担当者）などから構成されるエネルギー・
コミュニケーターが推進役となり実施しています。
　このコーナーでは，「コミュニケーター」として奮闘する若手社員をシ
リーズで紹介します。第1回は，酒田営業所総務課でコミュニケーターを
務める樺山貴大さん。活動内容を紹介するとともに，コミュニケーターと
して感じていることをお聞きしました。

冬場に500回の腹筋を日課にしていたところ，
より大きな声が出るようになったとのこと

全力で電気のことを
伝えています。

子どもたちの記憶に残れば
うれしいですね。 第1回

樺
かばやま

山 貴大さん（酒田営業所総務課）
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全社員向けＤＢ

電子台帳
一覧

エネルギー対話ＤＢ（全社員）

電子台帳

エネルギー対話
ＤＢ（全社員）

全店共有

▲

00 分類ルール

▲

01 エネルギー対話ＤＢ

▲

10 一件一葉資料編

▲

20 ハンドブック編

こ
れ
か
ら
の
勉
強
が
大
事

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
に
込
め

る
樺
山
さ
ん
の
思
い
は
、「
自
分

の
目
で
見
て
、
確
か
め
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た

い
」
と
い
う
一
心
だ
そ
う
で
す
。

　

90
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講

座
で
は
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が

限
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
講
座
の

最
後
に
子
ど
も
た
ち
の
目
を
見

て
「
こ
れ
か
ら
の
勉
強
が
大
事
」

と
説
明
す
る
樺
山
さ
ん
。
横
で

聞
い
て
い
た
先
生
方
も
大
き
く

頷
い
て
い
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
が
終

了
し
た
後
、
樺
山
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

自
分
の
講
座
が
記
憶
に

残
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
は
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
で
あ
る

と
同
時
に
、
ほ
と
ん
ど
費
用
が
掛

か
ら
な
い
中
で
、
地
域
の
教
育
に

貢
献
し
な
が
ら
当
社
が
理
解
し

て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
今
後
も
継
続
し

て
実
施
で
き
る
活
動
の
一
つ
で

す
。児
童
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

学
校
の
先
生
方
か
ら
も
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
回
当
た
り

の
人
数
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
先
日
、
地
域
協
調
活
動
の
一
環

と
し
て
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い

た
飛
島
で
、『
樺
山
先
生
！
』
と
い

う
声
が
。
振
り
向
く
と
、
昨
年
飛

島
で
実
施
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前

講
座
で
教
え
た
小
学
生
で
し
た
」

　
「
私
自
身
の
体
験
で
す
が
、
普

段
の
授
業
は
あ
ま
り
記
憶
に
残
ら

な
い
け
ど
、
特
別
な
こ
と
は
覚
え

て
い
る
も
の
。
自
分
の
講
座
が
子

ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、中
学
生
、

高
校
生
に
な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
勉
強
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
講
師
冥

利
に
尽
き
ま
す
ね
」

　

そ
う
笑
顔
で
話
し
な
が
ら
、
重

い
機
材
を
軽
々
と
持
ち
上
げ
帰

途
に
つ
く
樺
山
さ
ん
。
背
中
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
に

貢
献
す
る
喜
び
が
溢
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

知
ら
な
い
こ
と
は

一
番
怖
い
こ
と

　

樺
山
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
に
な
り
、
3
年
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
に
な
っ

た
当
初
、
子
ど
も
か
ら
の
質
問

に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
以
降
「
知
ら
な
い

こ
と
は
一
番
怖
い
こ
と
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
で
も
そ
の
経
験
が
勉
強
す

る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
の
進

め
方
は
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら

え
た
け
ど
、
知
識
は
自
ら
求
め

な
い
と
身
に
つ
か
な
い
」

　

そ
う
考
え
た
樺
山
さ
ん
は
、
プ

レ
ス
資
料
や
書
籍
な
ど
を
活
用

し
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、
お
客

さ
ま
の
問
題
意
識
は
ど
ん
な
こ

と
な
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
難

し
い
質
問
に
も
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
最
近
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
話
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
下
図
参

照
）
の
資
料
も
活
用
し
て
勉
強

に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
語
る
樺

山
さ
ん
。

　

何
で
も
答
え
ら
れ
る
存
在
を

目
指
し
、
貪
欲
に
学
び
続
け
る

努
力
家
で
す
。

※
…
酒
田
営
業
所
で
は
、
管
内
83
校
の
う
ち
昨
年
度
は

12
校
、
約
5
0
0
人
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

児童からは感想文を送ってもらえることも。「とても励みになります」と時々読み返しているそうです

種から育てたという，「フウセンカズラ」と「ゴーヤ」
の苗。学校や幼稚園などの緑のカーテンに使うも
のです。「学校や幼稚園にプレゼントする日まで気
を抜けません」と，ゴールデンウィーク中も欠かさず
職場の方 と々面倒を見ました。今，樺山さんが最も
熱中していることです

1.エネルギー対話ＤＢの活用方法
エネルギー対話データベース

　エネルギー対話DBには，主にエネルギー･コミュニケーション活動や社外対応
などを主体的に行っている社員向けの「対応者向けDB」※と全社員が閲覧できる
「全社員向けDB」の二つのDBをWINGコミュニケーション『H.A.N.D.S.』（電
子台帳）に登録しています。ここでは「全社員向けDB」の活用方法を紹介します。

【一件一葉資料編】，【ハンドブック編】などを掲載しています。
　エネルギー対話データベースに掲載している資料は，エネルギー対話データ
ベースWGにおいて資料の見直し，追加を随時行っており，H.A.N.D.S.の「お知ら
せ」にも新着情報として掲示しています。
　最近では，「活断層資料」や「夏の節電説明資料」を追加しましたので，ぜひご一
読ください。
※掲載資料に関して不明な点は，皆さまの職場にいる「エネルギー・コミュニケーター」にお問い合わせください。

※…原子力・エネルギー理解活動の対応者がプレゼンテーション資料などを作成できるよう編集削除可能なDB。
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退職者の方々

秋田支店付
東星興業出向

小熊 功
秋田技術センター

加賀屋 輝雄

宮古技術センター
送電課

福士 安寿

青森営業所
お客さまセンター

横山 縫子
仙台技術センター

高橋 道雄

新潟技術センター
送電技術課

加藤 光春
仙台火力発電所

中清水 勝治

東新潟火力発電所
（発電環境）

鈴木 由一

会津若松支社
会津技術センター送電課

佐藤 雄一

福島支店付
東日本興業出向

矢沢 利次

平成25年4月の退職者（敬称略）※所属は退職時のもの

長い間ありがとうございました

アクセス権がある共有フォルダの一覧が表示されます。
フォルダ名をクリックすると共有フォルダが表示されます。

ハ ン ズ

WING端末のマイドキュメント，デスクトップ，Eドライブなどに保存された
データを整理し，DVDなどで引き継ぎを行います。（共有フォルダは利用しな
いようお願いします。）

メールボックス内の不要メールを削除し，必要なものはアーカイブに保存しま
す。また，メールマガジンなどを定期購読している場合は，配信解除手続きを
行ってください。
現在登録されている文書について，不要な文書を削除し，
必要なものは［文書引継］から「選択引継（文書単位）」また
は「一括引継（登録者単位）」で引き継ぎしてください。

グループ・課の発受信文書の引き継ぎは不要です。

起案者・承認者不在とならないよう，6月中に起案した文書は6月末までに承
認・否認をお願いします。
予約者不在とならないよう，異動対象者は7月以降の予約を削除し，新担当が
あらためて予約するようお願いします。
共有フォルダは，現在，全店で整理・移行作業中であり，権限変更がある場合
は，新共有フォルダ利用開始後（7月10日）に変更をお願いします。

（1）レポート機能
　

（2）バックアップ機能

共有フォルダの利用状況を表示し，使用率や利用していないファイル
を確認することができます。
登録された電子文書を自動でバックアップしており，誤って削除した場
合，バックアップからコピーすることができます。
※詳細は，「H.A.N.D.S.操作ガイド-02_WINGコミュニケーション（H.A.N.D.S.）-0211_共有フォルダ」より確認ください。

7月10日（水）
新共有フォルダが利用開始となります

～情報共有・電子化促進で効率アップ！～

〈情報通信部〉

第5回

Let’s! H.A.N.D.S.
　第5回は，電子文書の整理について紹介します。WING端末やH.A.N.D.S.で利用している
電子文書について，以下のポイントを参考に整理・引き継ぎし，適切な文書管理を行いましょう。

新共有フォルダは，H.A.N.D.S.トップページにある［共有フォルダ］アイコンから利用できます。

異動・担務変更に合わせて，電子文書を整理しよう

電子文章の整理と引き継ぎポイント　　　　　

WING端末

電子メール

電子台帳

通知依頼文書

簡易ワークフロー

施設予約

共有フォルダ

H.A.N.D.S.

トピックス

共有フォルダの新機能
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退職者の方々

秋田支店付
東星興業出向

小熊 功
秋田技術センター

加賀屋 輝雄

宮古技術センター
送電課

福士 安寿

青森営業所
お客さまセンター

横山 縫子
仙台技術センター

高橋 道雄

新潟技術センター
送電技術課

加藤 光春
仙台火力発電所

中清水 勝治

東新潟火力発電所
（発電環境）

鈴木 由一

会津若松支社
会津技術センター送電課

佐藤 雄一

福島支店付
東日本興業出向

矢沢 利次

平成25年4月の退職者（敬称略）※所属は退職時のもの

長い間ありがとうございました

最優秀
考案賞

件　名 所属（受賞時）／氏名

風力発電出力予測システムの開発と
電力系統運用への適用
〈平成24年度新エネ大賞受賞〉

研究開発センター（電源・環境）  榎本 重朗
電力システム部（中央給電指令所） 松本 光裕
電力システム部（制御技術）  花本 耕之助
伊藤忠テクノソリューションズ（株） 1名

特　別
功績賞

件　名 所属（受賞時）／氏名

接地電極深打工法の開発
〈第57回澁澤賞受賞〉

青森営業所（配電計画課） 八森 広美
青森営業所（総務課）  田澤 秀徳
五所川原営業所（配電課） 津島 和幸
張山電氣（株） 1名

逆潮流に対応した
事故区間判定機能付開閉器の開発
〈第60回電気科学技術奨励賞受賞〉

配電部（配電技術） 小杉 和之
通研電気工業（株） 1名

（株）三英社 1名

　（一社）日本電気協会東北支部において行っている東北電気関係事業功績・功労者表彰は，
東北地域における電気関係事業の技術水準の向上を図ることを目的として実施しているもの
で，特に電気に関する有益な発明，発見，考案または改良を行い，その効果が顕著なものに
表彰されるものです。

掲
示
板

第66回東北電気関係事業功績・功労者表彰
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（百万kWh）　（　）内は構成比％

電力需給実績（平成25年4月分） 出水率

エネルギー種別別発受電電力量

販売電力量対前年比・大口電力対前年比
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　株主総会（以下，総会）において，取締役は，株主から特
定の事項について説明を求められた場合，その事項につ
いて必要な説明をしなければなりません（会社法314
条）。これを説明責任といいます。
　この説明責任の範囲について，判例では，平均的な株主が
総会の内容（事業報告，議案など）について，合理的に理解・
判断するために必要な範囲とされています。これまでは，法
的に瑕疵のない総会運営に重点を置き，この範囲を超える
詳細な事項などについては回答をしてきませんでした。
　しかし最近は，総会を経営者と株主のコミュニケーション
の場として捉え，説明責任の範囲にこだわらず積極的かつ
幅広な回答を心掛ける企業が増加しています。同様に，当
社も株主から当社の姿勢を評価していただけるよう，できる
だけ丁寧な回答・対応に努めるようにしているところです。
　この傾向は，何も総会（株主）に限ったことではなく，地
域の方々，顧客など，さまざまなステークホルダーに対し
ても，同様のことがいえます。情報ネットワーク化が急速
に進む社会において，企業が積極的に情報開示すること
は，「開かれた企業」として内外の信頼を得る上でますま
す重要となっています。
　現在，原子力発電所の再稼働や電気料金値上げ申請な
ど，当社に対する世間からの注目度が増しています。皆さ
んもぜひそのことを意識し，当社の置かれている現在の
状況などを積極的に説明し，ステークホルダーの理解を
得ていく必要があります。

販売電力量
（百万kWh）
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■電力需要について
　4月分の販売電力量は，62億4,800万kWh，対前年比96.2％の実績と
なりました。気温が高めに推移したことによる暖房需要の減少や，大口電力
における稼働減少の影響などにより，3カ月連続で前年実績を下回りました。

【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，前年よりも気温が高めに推移したことによる暖房需要の減少や，
前年と比較して検針期間が短かったことなどから，対前年比94.3％の実
績となり， 3カ月連続で前年実績を下回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比93.7%の実績となりました。

【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，前年よりも気温が高めに推移したことによる暖房需要の
減少などから，対前年比99.8％の実績となりました。
　特定規模需要の合計では，対前年比97.7%の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。

［参考］大口電力
　大口電力は，輸出関連企業を中心に稼働減少の動きが続いていることなど
から，対前年比96.3％の実績となり，6カ月連続で前年実績を下回りました。

大口電力対前年比

販売電力量対前年比

96.2

96.3

4月
平成24年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
平成25年

2月 3月 4月

101.7

火　力

5,212
（78.6）

新エネその他原子力
1206
（18.2）

0
（0.0）

211
（3.2）

合 計
6,629

水力

1月
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　今回，新たな試みとして，海外電力調査会にお邪魔し，欧米の電気事業制度改革についてお話を伺ってきま
した。最新の情報と貴重な資料を提供していただきましたので，今月号と来月号の2回にわたってお伝えします。
ボリュームはありますが，ぜひ，お読みください。
　ところで,先日，ラグビー日本代表がウェールズ代表に勝利した試合をテレビで観戦しました。ラグビーには「one for all,
all for one」という言葉がありますが，まさにチームのベクトルが勝利へと向かい，一人一人がそれぞれの立場で
全力を尽くした結果の勝利だったと思います。熱い試合を見て，久しぶりにラグビーしたいなぁという気持ちと，2年
のブランク・35歳という年齢に，果たして動けるのかという複雑な気持ちが交錯しています。さて，どうしましょう。。。

広報・地域交流部（広報・交流企画）秋山  保安.910-3027，w010051

6
June  Vol.635 2013

編 集 後 記

放送時間
9時，10時，12時，
12時40分，
13時10分，17時，
17時30分

広報・地域交流部（広報・交流企画）
斎藤 保安.910-3023，w060177

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。

ご意見・ご感想・情報提供なども
　お待ちしています。

社内テレビ放送

NEWS
スクエア

第1・第3
月曜日～水曜日に

放送

東北電力社誌「ブリッジ」

（単位：円／月）

平成25年2月〜平成25年4月平均 平成25年1月〜平成25年3月平均 平成20年1月〜3月平均（料金改定時）

原油価格（円/kℓ）
　　　　（ドル/b）

66,888 64,981 62,735
113.4 113.7 93.0

LNG価格（円/t） 80,780 77,799 58,282
石炭価格（円/t） 11,041 10,836 8,873
為替レート（円/ドル） 94 91 107

平成25年7月分 平成25年6月分 4月分との差額
金料気電 7,005 6,952 53

再
掲

（燃料費調整額） （325） （272） （53）
（再生可能エネルギー発電促進賦課金※2） （98） （98） （0）

（太陽光発電促進付加金※2） （11） （11） （0）

平成25年7月分料金への
適用調整単価（A）

平成25年6月分料金への
適用調整単価（B） 適用単価の差額（AーB）

電灯・低圧 116 97 19
高圧 112 94 18

特別高圧 109 91 18

平成25年2月〜平成25年4月平均燃料価格
（平成25年7月分料金に反映）

平成25年1月〜平成25年3月平均燃料価格
（平成25年6月分料金に反映）

平成20年1月〜平成20年3月平均燃料価格
基準燃料価格※

37,800 36,700 31,000

※1…従量電灯の平均的なモデルの電気料金は，契約電流30A，使用電力量280kWhで計算。消費税等相当額を含みます。
※2…再生可能エネルギー発電促進賦課金は，35銭/kWh，太陽光発電促進付加金は4銭/kWhにて算定しています。

※消費税等相当額を含みます。

（単位：銭／kWh）

※平成20年9月料金改正時の平均燃料価格。

　平成25年5月30日，平成25年4月の貿易統計値が公表されたことに伴い，平成25年2月～4月の平均燃料価格
が確定しましたので，「燃料費調整制度」による平成25年7月分の電気料金に適用される単価をお知らせします。

　株主総会における従業員持株会の議決権行使については，東北電力従業員持株会規約第14条により理事長が会員の信託を受けて一括
行使することになっていますが，会員は議案に対し特別の意見がある場合，各持分に応じて理事長に対して指示を与えることができます。
　つきましては，議決権行使について特別の意見がある会員は，早めにその旨を理事長までお申し出ください。
　なお，「第89回定時株主総会招集ご通知」は，ホームページ（株主・投資家のみなさま－株式・社債情報－株主総会）に掲載しています。

（単位：円／kℓ）

従 量 電 灯 の 平 均 的 な モ デ ル※1 へ の 影 響

貿 易 統 計 実 績

 燃 料 費 調 整 単 価※

平 均 燃 料 価 格

燃 料 費 調 整 制 度

従 業 員 持 株 会 公 告

第89回定時株主総会が6月26日（水）に開催されます。
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電力需給実績（平成25年4月分） 出水率

エネルギー種別別発受電電力量

販売電力量対前年比・大口電力対前年比
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　株主総会（以下，総会）において，取締役は，株主から特
定の事項について説明を求められた場合，その事項につ
いて必要な説明をしなければなりません（会社法314
条）。これを説明責任といいます。
　この説明責任の範囲について，判例では，平均的な株主が
総会の内容（事業報告，議案など）について，合理的に理解・
判断するために必要な範囲とされています。これまでは，法
的に瑕疵のない総会運営に重点を置き，この範囲を超える
詳細な事項などについては回答をしてきませんでした。
　しかし最近は，総会を経営者と株主のコミュニケーション
の場として捉え，説明責任の範囲にこだわらず積極的かつ
幅広な回答を心掛ける企業が増加しています。同様に，当
社も株主から当社の姿勢を評価していただけるよう，できる
だけ丁寧な回答・対応に努めるようにしているところです。
　この傾向は，何も総会（株主）に限ったことではなく，地
域の方々，顧客など，さまざまなステークホルダーに対し
ても，同様のことがいえます。情報ネットワーク化が急速
に進む社会において，企業が積極的に情報開示すること
は，「開かれた企業」として内外の信頼を得る上でますま
す重要となっています。
　現在，原子力発電所の再稼働や電気料金値上げ申請な
ど，当社に対する世間からの注目度が増しています。皆さ
んもぜひそのことを意識し，当社の置かれている現在の
状況などを積極的に説明し，ステークホルダーの理解を
得ていく必要があります。
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■電力需要について
　4月分の販売電力量は，62億4,800万kWh，対前年比96.2％の実績と
なりました。気温が高めに推移したことによる暖房需要の減少や，大口電力
における稼働減少の影響などにより，3カ月連続で前年実績を下回りました。

【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，前年よりも気温が高めに推移したことによる暖房需要の減少や，
前年と比較して検針期間が短かったことなどから，対前年比94.3％の実
績となり， 3カ月連続で前年実績を下回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比93.7%の実績となりました。

【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，前年よりも気温が高めに推移したことによる暖房需要の
減少などから，対前年比99.8％の実績となりました。
　特定規模需要の合計では，対前年比97.7%の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。

［参考］大口電力
　大口電力は，輸出関連企業を中心に稼働減少の動きが続いていることなど
から，対前年比96.3％の実績となり，6カ月連続で前年実績を下回りました。
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　今回，新たな試みとして，海外電力調査会にお邪魔し，欧米の電気事業制度改革についてお話を伺ってきま
した。最新の情報と貴重な資料を提供していただきましたので，今月号と来月号の2回にわたってお伝えします。
ボリュームはありますが，ぜひ，お読みください。
　さて,先日，ラグビー日本代表がウェールズ代表に勝利した試合をテレビで観戦しました。ラグビーには「one for all,
all for one」という言葉がありますが，まさにチームのベクトルが勝利へと向かい，一人一人がそれぞれの立場で
全力を尽くした結果の勝利だったと思います。熱い試合を見て，久しぶりにラグビーしたいなぁという気持ちと，2年
のブランク・35歳という年齢に，果たして動けるのかという複雑な気持ちが交錯しています。さて，どうしましょう。。。

広報・地域交流部（広報・交流企画）秋山  保安.910-3027，w010051
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広報・地域交流部（広報・交流企画）
斎藤 保安.910-3023，w060177

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。

ご意見・ご感想・情報提供なども
　お待ちしています。
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観光で応援
地域の振興，地域との交流

観光4時間コース
Start

　米沢に古くから伝わる木彫りの民芸品「笹
野一刀彫」をはじめ，さまざまな民芸品・木工
品を展示販売しています。代表的な「お鷹ぽ
っぽ（タカの木彫り）」の絵付け体験教室も行
っていますので，旅の思い出に自分だけの作
品を作ってみてはいかがでしょうか。

米沢の伝統工芸に
触れてみよう

笹野民芸館

　1896（明治29）年に米沢藩最後の藩主上杉茂
憲邸として建てられましたが,火災で焼失し,1925
（大正14）年に再建されました。総ヒノキ入母屋造
りの建物で,庭園は東京の浜離宮に倣ったもので
す。現在は，郷土料理を中心にした食事処やカフェ
となっています。

鶴鳴館と称された国の
登録有形文化財

上杉伯爵邸

　文化施設「伝国の杜」内に「置賜文化ホール」と合築された
博物館です。国宝「洛中洛外図屏風」や米沢藩の歴史・文化に
関連する品 を々展示しています。また，企画展では,置賜地方の
歴史や郷土ゆかりの作家を取り上げた展示などが行われます。

米沢藩の歴史・文化を学ぶ
米沢市上杉博物館（伝国の杜）

　日本三大和牛の一つにも数えられ
る「米沢牛」。明治の初め，米沢に招
かれたイギリス人の英語教師が，食用
として全国に知られるきっかけを作っ
たといわれています。山紫水明な地
と，生産者のたゆまぬ努力と愛情が美味しい米沢牛を育て
ます。すき焼きやしゃぶしゃぶに，また，味噌や酒粕で漬け込
んだお土産も絶品です。訪れた際にはぜひご賞味ください。

お帰りの際には…

上杉家歴代の文化財約1,000点を展示
稽照殿

車で7分
約4km

徒歩で
5分
約0.3km

徒歩で5分
約0.3km

※掲載写真はすべてイメージです。

所要時間
約60分

所要時間
約60分

所要時間
約60分

所要時間
約45分

今回は，約270年間上杉氏の城下町

として発展し,数々の歴史と伝統が

息づく街，山形県米沢市の

観光モデルコースを紹介します！
笹野民芸館

上杉伯爵邸
米沢市上杉博物館

稽照殿
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大学

上杉神社

●

121

　1923（大正12）
年，上杉神社の宝
物殿として松が岬
公園内に創設さ
れました。上杉謙
信らの遺品を中
心に，甲冑や服飾品など多種多様な品を展示しており,直江兼
続の「愛」の甲冑も収蔵されています。中には，国の重要文化
財に指定されているものもあり，歴史ファンは必見です。

山形

米沢

山形JCT

鶴岡JCT

米沢北Ｉ.Ｃ
南陽高畠Ｉ.Ｃ

山形自動車道
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米沢南陽道路

山
形
新
幹
線

山形県
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